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学生食堂
～学校ブランドを高める空間づくり～

食の提供
（アウトソーシング）
社員食堂 /寮・研修所・保養所・研究施設 /
学生食堂 /レジャーレストラン /カフェ
お仕事に、勉学にがんばる皆様を食事面からサポートいたします。
空間づくりなども含めた委託運営を行っています。

学生の皆様にとって、大切な思い出の一つになる学生食堂。
学校それぞれの教育方針に沿って運営を行いながらも、
学生層に合わせ、トレンドを意識したメニューをご用意。
カジュアルさとおいしさで好評をいただいています。
また、売店の運営やスクールバスの運行など、トータルでの
サポートも可能です。

各施設の運営方針やご利用者様の年齢層に応じたメニューを
提供。栄養バランスを考慮した食事を提供するだけでなく、
研修施設では研修期間や日程などの利用状況に対応した運営を
心がけ、「食」を通じて家庭にいるような安らぎを提供すること
を目指しています。食事以外にも、施設管理全般にわたる管理
業務も行っています。

寮・研修所・保養所・研究施設
～やすらぎと栄養バランスを考えた食事提供～



（Ｐ 10 〜 11 参照）

来賓挨拶　稲垣筑波大学副学長

西川綾子先生 活気ある会場風景

江田昌佑理事長の追悼の辞

追
悼
の
つ
ど
い

平
成
28
年
9
月
3
日（
土
）

於
茗
渓
会
館

一般社団法人 茗渓会「追悼のつどい」

公開講座　西川綾子先生
「花のある暮らしとエピソード」



特 集 筑波大学附属諸学校を巡る（第５回）
筑波大学附属聴覚特別支援学校

筑波大学附属桐が丘特別支援学校
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業
の
様
子
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1

沿

革

本
校
の
歴
史
は
、
明
治
⚘
年
、
古
川
正
雄
・
津
田
仙
ら
⚖
名
が
、

楽
善
会
（
ら
く
ぜ
ん
か
い
）
を
組
織
し
、
盲
聾
者
の
教
育
を
計
画

し
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

明
治
12
年
、
東
京
築
地
に
楽
善
会
訓
盲
院
の
建
物
が
完
成
し
、

翌
年
に
は
盲
生
⚒
名
、
聾
生
⚒
名
が
入
学
し
た
と
記
録
に
あ
り
ま

す
。
明
治
18
年
に
は
文
部
省
直
轄
学
校
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
21
年
、
千
葉
県
市
川
市
国
府
台
に
あ
っ
た
旧
東
部
第
85
部

隊
跡
に
移
転
を
決
定
し
、
昭
和
22
年
、
国
府
台
の
校
舎
で
開
校
式

を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
国
立
学
校
設
置
法
等
の
改
正
で
校
名
が
変
わ
り
ま
し

た
。

昭
和
33
年
に
は
東
京
教
育
大
学
教
育
学
部
附
属
聾
学
校
、
昭
和

53
年
に
は
筑
波
大
学
附
属
聾
学
校
、
平
成
19
年
⚔
月
よ
り
筑
波
大

学
附
属
聴
覚
特
別
支
援
学
校
と
改
称
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

本
校
は
、
全
国
に
あ
る
聴
覚
特
別
支
援
学
校
と
し
て
は
、
唯
一

の
国
立
大
学
附
属
学
校
で
す
。
今
年
度
の
幼
児
児
童
生
徒
数
は
246

名
、
全
国
の
聴
覚
特
別
支
援
学
校
の
中
で
最
も
多
い
数
の
子
ど
も

た
ち
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。
自
宅
か
ら
通
学
で
き
な
い
子
ど
も
た

ち
は
寄
宿
舎
で
生
活
し
て
い
ま
す
。

2

概
要
と
使
命

本
校
は
、
聴
覚
に
障
害
が
あ
る
乳
幼
児
か
ら
高
等
部
専
攻
科
生

ま
で
、
年
齢
の
幅
が
広
い
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
⽛
一
貫
し
た
教

育
⽜
を
行
っ
て
い
ま
す
。
聴
覚
を
活
用
し
、
個
々
の
子
ど
も
た
ち

の
状
態
と
発
達
段
階
に
応
じ
た
指
導
法
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

方
法
を
駆
使
し
、
通
常
の
学
校
と
同
等
の
学
力
水
準
⽛
対
応
の
教

育
⽜
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
筑
波
大
学
の
教
育
や
研
究
に
協
力
す
る
附
属
学
校
と
し

て
、
⚓
つ
の
使
命
を
負
っ
て
い
ま
す
。

使
命
の
⚑
つ
目
は
、⽛
聴
覚
障
害
教
育
の
可
能
性
の
追
求
⽜
で
す
。

教
職
員
一
人
一
人
の
高
い
志
と
熱
意
、
指
導
技
術
が
、
こ
の
使
命

を
支
え
て
い
ま
す
。
⚒
つ
目
は
、⽛
実
践
的
研
究
の
推
進
と
発
信
⽜

で
す
。
具
体
的
に
は
、
文
部
科
学
省
や
関
東
地
区
聾
教
育
研
究
会

が
主
催
す
る
研
究
会
の
開
催
、
季
刊
誌
⽛
聴
覚
障
害
⽜
の
発
行
、

研
究
会
や
学
会
で
の
研
究
・
実
践
発
表
な
ど
で
す
。
⚓
つ
目
は
、

⽛
教
育
実
習
及
び
現
職
教
育
⽜
の
実
施
で
す
。
教
育
実
習
生
や
介
護

等
体
験
学
生
を
指
導
し
、
全
国
か
ら
集
ま
る
現
職
教
員
や
海
外
か

ら
の
留
学
生
等
も
数
多
く
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

校
内
の
組
織
は
、
幼
稚
部
、
小
学
部
、
中
学
部
、
高
等
部
普
通

科
、
高
等
部
専
攻
科
（
造
形
芸
術
科
・
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
科
・
歯
科

技
工
科
）、
寄
宿
舎
の
⚖
つ
の
組
織
に
分
か
れ
て
運
営
を
行
っ
て

い
ま
す
。
教
職
員
の
数
は
、
非
常
勤
職
員
等
も
含
め
る
と
約
140
名
。

指
導
者
の
数
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人

の
ニ
ー
ド
を
的
確
に
把
握
し
、
き
め
細
や
か
な
指
導
を
行
う
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。

3

教
育
目
標
と
学
部
の
紹
介

本
校
は
、
進
ん
で
自
分
の
能
力
を
開
発
し
、
広
い
視
野
に
立
っ

て
文
化
的
生
産
的
活
動
の
発
展
に
寄
与
で
き
る
人
間
の
育
成
に
努

め
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
幼
稚
部
で
は
話
し
こ
と
ば
を
通

し
て
日
本
語
を
習
得
さ
せ
る
こ
と
に
努
め
、
小
学
部
中
学
部
で
は

聞
こ
え
る
子
ど
も
た
ち
と
同
じ
教
育
課
程
に
よ
っ
て
教
科
の
学
習

を
進
め
、
同
年
齢
の
聞
こ
え
る
子
ど
も
と
同
等
の
学
力
が
維
持
で

き
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。
高
等
部
で
は
、
卒
業
後
の
進
路
を

3

筑
波
大
学
附
属
聴
覚
特
別
支
援
学
校
の⽛
い
ま
⽜
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筑
波
大
学
附
属
聴
覚
特
別
支
援
学
校
（
筑
波
大
学
附
属
聾

学
校
）
が
所
在
す
る
千
葉
県
市
川
市
は
、
人
口
約
48
万
人
、

千
葉
県
の
北
西
部
に
あ
り
、
西
は
江
戸
川
を
挟
ん
で
東
京
都

に
接
し
、
南
は
東
京
湾
に
面
し
て
い
ま
す
。
都
心
か
ら
20
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
圏
内
に
位
置
し
て
い
る
た
め
、
朝
夕
の
交
通

機
関
に
は
、
都
内
に
向
か
う
通
勤
通
学
客
が
大
勢
い
ま
す
。

ま
た
、
市
川
市
に
は
日
蓮
宗
法
華
経
寺
を
は
じ
め
、
伝
統

あ
る
神
社
が
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
井
上
ひ
さ
し
、
北
原

白
秋
、
東
山
魁
夷
、
永
井
荷
風
ら
文
人
墨
客
が
暮
ら
し
た
街

と
し
て
も
有
名
で
、
現
在
も
著
名
な
芸
術
家
や
文
化
人
が
数

多
く
在
住
し
、
創
作
活
動
の
拠
点
と
し
て
い
ま
す
。

筑
波
大
学
附
属
聴
覚
特
別
支
援
学
校
（
筑
波
大
学
附
属
聾

学
校
）
は
、
文
化
の
薫
り
高
い
街
、
市
川
市
の
国
府
台
（
こ

う
の
だ
い
）
に
あ
り
ま
す
。



考
慮
に
入
れ
生
徒
の
能
力
と
適
性
に
応
じ
た
教
育
課
程
に
よ
っ
て
、

大
学
や
専
攻
科
へ
の
進
学
、
就
職
の
準
備
と
そ
れ
ぞ
れ
の
適
性
に

応
じ
た
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
幼
稚
部

幼
稚
部
は
、
⚐
歳
か
ら
⚒
歳
児
ま
で
を
教
育
対
象
と
す
る
乳
幼

児
教
育
相
談
部
と
⚓
歳
か
ら
⚕
歳
児
を
教
育
対
象
と
す
る
部
署
と

に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
乳
幼
児
教
育
相
談
は
、
通
称
⽛
け
や
き
ル

ー
ム
⽜
と
名
付
け
て
い
ま
す
。

⽛
け
や
き
ル
ー
ム
⽜
に
通
う
乳
幼
児
は
、
在
籍
児
に
入
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
年
間
約
50
組
の
親
子
に
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

近
年
、
新
生
児
聴
覚
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
の
普
及
に
よ
り
、

乳
幼
児
の
難
聴
が
生
後
間
も
な
く
発
見
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て

き
ま
し
た
。
心
理
的
に
不
安
定
に
な
り
が
ち
な
母
親
へ
の
細
や
か

な
育
児
支
援
が
今
ま
で
以
上
に
大
切
に
な
り
ま
し
た
。

⽛
け
や
き
ル
ー
ム
⽜
を
含
め
幼
稚
部
で
は
、
母
親
が
我
が
子
の
障

害
を
受
容
し
な
が
ら
、
安
定
し
た
育
児
が
で
き
る
よ
う
に
、
明
る

く
暖
か
い
雰
囲
気
の
中
で
の
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
小
学
部

小
学
部
で
は
、
聴
覚
障
害
か
ら
く
る
言
語
発
達
の
遅
れ
を
克
服

す
る
た
め
の
指
導
に
重
点
を
お
い
て
い
ま
す
。
知
的
発
達
を
促
し
、

心
身
と
も
に
調
和
の
と
れ
た
人
間
形
成
を
め
ざ
す
こ
と
が
小
学
部

の
教
育
目
標
で
す
。

こ
の
教
育
目
標
に
迫
る
た
め
、⽛
言
語
力
を
伸
ば
す
⽜⽛
学
習
の

仕
方
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
⽜⽛
自
律
的
な
生
活
態
度
を
身
に
つ
け

さ
せ
る
⽜
を
重
点
事
項
と
し
て
い
ま
す
。
学
校
の
シ
ン
ボ
ル
で
も

あ
る
大
き
な
ケ
ヤ
キ
の
木
の
下
で
、
子
ど
も
た
ち
、
教
員
、
保
護

者
が
毎
日
こ
つ
こ
つ
と
地
道
な
努
力
を
重
ね
て
い
ま
す
。

◆
中
学
部

中
学
部
で
は
、
指
導
の
重
点
目
標
と
し
て
⽛
自
主
的
・
自
立
的

態
度
を
育
て
る
⽜⽛
社
会
に
適
応
で
き
る
人
間
性
を
養
う
⽜⽛
教
科

指
導
の
充
実
を
は
か
る
⽜⽛
心
身
の
調
和
的
発
達
を
促
す
⽜⽛
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
⽜
の
⚕
つ
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

中
学
部
の
教
科
指
導
は
、
学
習
指
導
要
領
に
の
っ
と
り
、
読
み

書
き
能
力
の
育
成
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。
授
業
で
は
、
学
習

の
定
着
度
を
確
認
し
、
生
徒
の
感
じ
た
こ
と
を
文
章
表
現
す
る
学

習
活
動
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

◆
高
等
部
普
通
科

高
等
部
に
は
、
本
校
中
学
部
か
ら
の
進
学
者
に
加
え
、
全
国
の

特
別
支
援
学
校
（
聾
学
校
）
や
普
通
中
学
校
か
ら
生
徒
が
入
学
し

て
き
ま
す
。
今
年
度
は
、
72
名
の
生
徒
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

高
等
部
普
通
科
は
、
体
育
祭
・
文
化
祭
の
学
校
行
事
や
部
活
動

等
を
通
し
て
、
協
力
し
合
う
経
験
を
数
多
く
積
ま
せ
て
い
ま
す
。

教
員
は
、
生
徒
が
自
分
自
身
の
興
味
・
関
心
や
適
性
を
考
え
合

わ
せ
て
進
路
選
択
で
き
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
ま
す
。
卒
業
す
る

生
徒
の
ほ
と
ん
ど
は
、
一
般
の
大
学
や
本
校
の
専
攻
科
に
進
学
し

ま
す
。
自
ら
学
ぶ
意
欲
と
社
会
に
主
体
的
に
関
わ
る
力
を
持
っ
た

人
間
の
育
成
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

◆
高
等
部
専
攻
科

高
等
部
専
攻
科
に
は
、
⚒
年
課
程
の
造
形
芸
術
科
と
ビ
ジ
ネ
ス

情
報
科
、
⚓
年
課
程
の
歯
科
技
工
科
の
⚓
つ
の
学
科
が
あ
り
ま
す
。

造
形
芸
術
科
の
授
業
は
、
実
習
を
中
心
に
進
め
ら
れ
る
と
と
も

に
、
少
人
数
制
の
徹
底
し
た
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

校
外
見
学
や
研
修
旅
行
な
ど
、
広
い
視
野
を
身
に
つ
け
る
機
会

を
多
く
設
定
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
情
報
科
の
特
徴
は
、
就
労
に
役
立
つ
資
格
試
験
取
得

の
指
導
に
力
を
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
企
業
訪
問
や
職
場
実

習
、
卒
業
生
の
経
験
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
な

ど
、
具
体
的
で
き
め
細
や
か
な
進
路
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

歯
科
技
工
科
は
、
歯
科
技
工
士
の
養
成
機
関
で
す
。
入
学
し
た

生
徒
の
ほ
と
ん
ど
は
歯
科
技
工
士
の
国
家
試
験
に
合
格
し
卒
業
し

て
い
き
ま
す
。
卒
業
生
の
中
に
は
、
国
際
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
歯
科

技
工
競
技
に
お
い
て
金
賞
（
最
高
位
）
を
獲
得
し
た
例
も
あ
り
、

数
多
く
有
能
な
歯
科
技
工
士
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

◆
寄
宿
舎

寄
宿
舎
に
は
、
中
学
部
か
ら
高
等
部
専
攻
科
ま
で
の
子
ど
も
た

ち
が
生
活
し
て
い
ま
す
。
寄
宿
舎
で
は
、
全
国
か
ら
入
学
し
て
く

4



る
子
ど
も
た
ち
の
健
康
を
管
理
し
、
社
会
性
の
伸
長
を
は
か
る
た

め
に
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
行
わ
れ
る
寮
祭
は
、
舎
生
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
行
事
の

⚑
つ
で
す
。
寄
宿
舎
生
は
保
護
者
に
劇
を
披
露
し
た
り
、
ご
ち
そ

う
を
い
た
だ
い
た
り
な
ど
、
寄
宿
舎
全
体
が
盛
り
上
が
り
ま
す
。

寄
宿
舎
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
夢
の
実
現
の
あ
と
お
し
を
懸
命

に
行
っ
て
い
ま
す
。

4

学
校
行
事
（
体
育
祭
と
文
化
祭
）

毎
年
⚒
学
期
に
実
施
す
る
体
育
祭
と
文
化
祭
は
、
学
校
全
体
で

取
り
組
む
大
き
な
行
事
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
テ
ン
シ
ョ
ン
も
高

く
な
り
、
保
護
者
、
卒
業
生
、
地
域
の
方
々
、
大
学
生
や
他
校
の

生
徒
を
交
え
て
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
こ
れ
ら
の
行
事
を
通
し
て
、
協
力
す
る
こ
と
の

大
切
さ
や
表
現
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

5

教
育
活
動
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
め
ざ
し
て

筑
波
大
学
附
属
学
校
教
育
局
は
、
各
附
属
学
校
に
対
し
、
児
童

生
徒
及
び
教
師
の
国
際
交
流
活
動
を
推
進
す
る
こ
と
を
求
め
て
い

ま
す
。
幼
児
児
童
生
徒
が
、
個
々
の
発
達
に
応
じ
て
、
自
国
や
他

国
の
文
化
を
理
解
し
、
大
切
に
す
る
態
度
を
養
う
と
と
も
に
、
積

極
的
に
外
国
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
態
度
を
養
う

こ
と
、
教
師
は
、
自
国
の
文
化
と
と
も
に
他
国
の
文
化
を
尊
重
し

な
が
ら
、
学
校
全
体
の
国
際
化
を
図
り
、
附
属
と
し
て
日
本
や
世

界
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
こ
と
が
そ
の
趣
旨
で
す
。

近
年
、
本
校
が
実
施
し
た
教
育
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。

◆
聴
覚
障
害
教
育
指
導
法
や
教
材
の
国
際
共
同
開
発

平
成
20
年
か
ら
22
年
ま
で
の
間
、
韓
国
国
立
ソ
ウ
ル
聾
学
校
と

美
術
教
育
に
お
け
る
作
品
鑑
賞
充
実
の
た
め
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
材
の
作

成
と
生
徒
作
品
を
通
し
て
の
国
際
交
流
を
実
施
し
ま
し
た
。

平
成
21
年
か
ら
23
年
ま
で
の
間
、
國
立
臺
中
啓
聡
学
校
・
台
湾

国
立
彰
化
師
範
大
学
と
、
日
台
に
お
け
る
聴
覚
障
害
児
の
体
育
担

当
者
の
指
導
力
向
上
に
向
け
た
教
材
を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
研
究
成
果
は
、
聴
覚
障
害
教
育
に
お
け
る
国
際
会
議

や
学
会
等
に
お
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
聴
覚
障
害
問
題
会
議
（
Ａ
Ｐ

Ｃ
Ｄ
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
大
会
）
に
お
い
て
、
⚒
人
の
教
員
が
研

究
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

◆
国
際
交
流
活
動
と
海
外
か
ら
の
来
校
者

平
成
23
年
、
交
流
協
定
を
結
ん
で
い
る
フ
ラ
ン
ス
国
立
パ
リ
聾

学
校
と
相
互
訪
問
交
流
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
校
か
ら
は
高
等
部
普
通
科
専
攻
科
生
十
名
が
渡
仏
し
、
パ
リ

聾
学
校
生
徒
と
交
流
し
ま
し
た
。

中
学
部
生
徒
は
、
ス
カ
イ
プ
を
使
用
し
韓
国
国
立
ソ
ウ
ル
聾
学

校
生
徒
と
、
高
等
部
専
攻
科
生
徒
は
、
台
北
市
立
啓
聡
学
校
生
徒

と
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

近
年
、
海
外
か
ら
の
来
校
者
（
研
究
者
・
教
員
・
医
療
や
教
育

行
政
に
関
わ
る
方
々
）
が
増
え
て
い
ま
す
。
昨
年
度
の
例
を
あ
げ

る
と
、
中
国
河
南
省
鄭
州
市
康
園
聴
力
言
語
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー

職
員
⚕
名
来
校
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
学
教
員
来
校
。
モ
ン
ゴ
ル
教

育
文
化
科
学
省
職
員
⚖
名
と
、
人
口
開
発
社
会
保
障
省
職
員
⚔
名

が
来
校
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
教
育
大
学
教
員
来
校
。
フ
ラ
ン
ス
国
立

パ
リ
聾
学
校
教
員
来
校
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
教
育
庁
職
員
来
校
。

台
湾
台
東
大
学
特
殊
教
育
学
科
教
員
と
学
生
32
名
来
校
。
フ
ラ
ン

ス
国
立
パ
リ
聾
学
校
教
員
⚔
名
生
徒
⚙
名
来
校
。

6

ト
ピ
ッ
ク

◆
台
南
地
震
被
害
に
対
す
る
義
援
金

高
等
部
専
攻
科
造
形
芸
術
科
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
科
生
徒
が
中
心
に

な
り
、
台
南
地
震
被
害
に
対
す
る
義
援
金
の
呼
び
か
け
を
行
い
ま

し
た
。
多
く
の
方
か
ら
の
ご
協
力
と
文
化
祭
で
の
学
校
グ
ッ
ズ
販

売
収
益
金
を
合
わ
せ
、
10
万
円
以
上
の
義
援
金
を
集
め
、
⚒
月
25

日
、
台
北
駐
日
経
済
文
化
代
表
処
に
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

生
徒
会
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
お
渡
し
し
て
台
湾
研
修

旅
行
に
向
け
た
事
前
学
習
の
様
子
な
ど
も
紹
介
し
ま
し
た
。

◆⽝
空
飛
ぶ
車
い
す
⽞
支
援
事
業

⽝
空
飛
ぶ
車
い
す
⽞
支
援
事
業
と
は
、
神
奈
川
工
科
大
学
車
い
す

整
備
サ
ー
ク
ル
が
中
心
と
な
り
、
高
価
な
車
い
す
を
購
入
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
ア
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
に
中
古
の
車
い
す
を
整
備

し
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
よ
う
と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。

こ
の
活
動
に
高
等
部
専
攻
科
生
徒
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
生
徒
16
名
と
教
員
⚓
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

整
備
内
容
は
、
車
い
す
の
車
輪
部
の
ベ
ア
リ
ン
グ
調
整
、
清
掃
、

グ
リ
ス
注
入
等
の

軸
調
整
な
ど
が
中

心
で
し
た
。

ま
た
、
ブ
レ
ー

キ
調
整
、
各
部
の

錆
取
り
や
調
整
を

行
い
ま
し
た
。
作

業
は
そ
れ
ぞ
れ
の

グ
ル
ー
プ
に
大
学

生
や
高
校
生
、
本

校
生
徒
が
混
合
グ

ル
ー
プ
を
組
み
、

お
互
い
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方

法
を
考
え
、
意
思

疎
通
を
図
っ
て
い

ま
し
た
。
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1

本
校
の
使
命
と
教
育
目
標

◆
本
校
の
使
命

筑
波
大
学
に
は
、
附
属
の
特
別
支
援
学
校
が
⚕
校
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
本
校
は
、
そ
の
中
で
国
立
大
学
法
人
附
属
学
校
と
し
て

唯
一
の
肢
体
不
自
由
教
育
及
び
周
辺
領
域
を
担
う
学
校
で
す
。
そ

の
た
め
、
次
の
⚓
つ
を
使
命
と
し
て
い
ま
す
。

⑴

筑
波
大
学
と
の
連
携

本
校
は
、
筑
波
大
学
と
連
携
・
協
力
し
、
筑
波
大
学
の
教
育
・

研
究
の
発
展
・
充
実
に
貢
献
す
る
た
め
の
学
校
で
す
。

⑵

先
導
的
教
育
の
展
開
と
成
果
の
発
信

本
校
は
、
我
が
国
、
唯
一
の
肢
体
不
自
由
教
育
に
取
り
組
む

附
属
学
校
と
し
て
、
関
係
諸
機
関
と
の
連
携
の
下
、
肢
体
不
自

由
教
育
及
び
地
域
支
援
に
関
わ
る
今
日
的
な
課
題
に
先
導
的
、

実
践
的
に
取
り
組
み
、
そ
の
研
究
成
果
を
広
く
国
内
外
に
発
信

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

⑶

教
育
の
深
化
と
支
援
の
充
実

本
校
は
、
特
別
支
援
学
校
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
の
教
育

を
行
う
と
共
に
、
地
域
の
教
育
機
関
等
に
対
し
、
必
要
な
助
言
、

又
は
支
援
を
行
う
こ
と
を
旨
と
し
て
い
ま
す
。

◆
教
育
目
標

本
校
の
教
育
目
標
は
、⽛
教

育
基
本
法
及
び
学
校
教
育
法
、

学
習
指
導
要
領
に
示
す
と
こ

ろ
に
よ
り
、
肢
体
不
自
由
及

び
そ
の
他
の
障
害
を
併
せ
有

す
る
児
童
生
徒
に
対
し
て
、

個
々
の
個
性
と
障
害
の
実
態

に
応
じ
た
教
育
を
行
い
、
豊

か
な
人
間
性
を
持
ち
、
積
極

的
に
社
会
に
参
加
し
、
自
立

を
目
指
す
人
間
の
育
成
に
努

め
る
⽜
こ
と
で
す
。

2

個
別
の
指
導
計
画
と
授
業
の
Ｌ
字
型
構
造

本
校
で
は
、
個
性
と
障
害
の
実
態
に
応
じ
た
指
導
を
実
現
す
る

た
め
、
す
べ
て
の
児
童
生
徒
に
、
個
別
の
指
導
計
画
を
作
成
し
て

い
ま
す
。

一
人
一
人
の
実
態
を
把
握
し
、
複
数
の
教
員
が
関
わ
り
作
成
す

る
個
別
の
指
導
計
画
に
は
、
自
立
活
動
の
目
標
や
指
導
全
般
に
お

い
て
踏
ま
え
る
べ
き
手
だ
て
・
配
慮
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

各
教
員
は
個
別
の
指
導
計
画
に
基
づ
き
、
担
当
す
る
各
教
科
等
の

目
標
・
内
容
を
精
査
し
て
授
業
の
計
画
・
実
施
・
評
価
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

授
業
の
組
み
立
て
は
、
各
教
科
の
目
標
・
内
容
を
踏
ま
え
、
児

童
生
徒
の
実
態
に
合
わ
せ
て
行
い
ま
す
。

⚒
方
向
か
ら
検
討
し
て
組
み
立
て
る
授
業
の
型
を
、
私
た
ち
は

⽛
Ｌ
字
型
構
造
⽜
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
型
は
、
障
害
が
重
複
し

て
い
て
も
障
害
が
重
く
て

も
同
様
で
す
。

個
別
の
指
導
計
画
は
、

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
(計

画

実
施

評
価

改
善
)

に
添
っ
て
回
し
て
い
き
ま

す
が
、
そ
の
過
程
は
担
任

任
せ
と
せ
ず
、
担
任
以
外

の
教
員
が
関
わ
る
な
か
で

確
認
し
て
い
ま
す
。

こ
う
す
る
こ
と
で
、
児
童
生
徒
一
人
一
人
の
指
導
方
針
を
教
員

間
で
共
有
し
、
一
貫
性
の
あ
る
指
導
の
実
現
に
努
め
て
い
ま
す
。

3

特
色
あ
る
教
育
活
動

◆
主
体
的
に
社
会
参
加
す
る
力
の
育
成

総
合
的
な
学
習
の
時
間
は
、
各
学
部
段
階
で
育
成
し
た
い
力
に

6

筑
波
大
学
附
属
桐
が
丘
特
別
支
援
学
校
の⽛
い
ま
⽜
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ブタの下顎の歯を触って
何食性動物か推測する

 

 



















































































本
校
は
、
日
本
初
の
肢
体
不
自
由
児
療
育
施
設
「
整
肢
療

護
園
」
に
入
所
す
る
た
め
、
当
時
全
国
か
ら
集
ま
っ
て
い
た

肢
体
不
自
由
児
の
教
育
に
当
た
る
養
護
学
校
（
現
、
特
別
支

援
学
校
）
と
し
て
昭
和
33
年
に
開
校
し
ま
し
た
。

開
校
時
は
東
京
教
育
大
学
教
育
学
部
附
属
養
護
学
校
と
い

う
名
称
で
し
た
が
、
同
35
年
に
附
属
大
塚
養
護
学
校
（
当
時
）

が
開
校
す
る
こ
と
に
伴
い
、
校
名
に
「
桐
が
丘
」
を
冠
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
38
年
に
は
、
家
庭
か
ら
通
学
す
る
肢
体
不
自
由
児
を

受
け
入
れ
る
た
め
近
く
の
別
校
地
に
新
校
舎
を
設
け
、
以
来

入
院
部
（
現
、
施
設
併
設
学
級
）
校
舎
と
通
学
部
（
現
、
本

校
）
校
舎
の
２
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
肢
体
不
自
由
教
育
を

先
導
す
る
実
践
・
研
究
に
取
り
組
む
研
究
実
験
校
と
し
て
今

日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

本
校
校
舎
正
門

授業の組み立て(Ｌ字型構造)

五感で調べる活動

学習発表会での発表



焦
点
を
当
て
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

小
学
部
⚓
・
⚔
年
で
は
、
身
近
な
も
の
を
五
感
で
調
べ
る
活
動

（⽛
み
る
⽜
活
動
）
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
よ
く
見
る
こ
と
は
勿

論
の
こ
と
、
に
お
い
を
嗅
い
で
み
る
、
触
っ
て
み
る
、
音
を
聞
い

て
み
る
、
味
わ
っ
て
み
る
な
ど
五
感
を
総
動
員
し
て
調
べ
、
わ
か

っ
た
こ
と
を
自
分
な
り
に
表
現
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
段
階
で
は

児
童
の
主
体
性
や
追
究
す
る
姿
勢
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

小
学
部
⚕
・
⚖
年
は
、⽛
仕
事
（
働
く
こ
と
）⽜⽛
将
来
（
社
会
生

活
）⽜⽛
障
害
理
解
⽜
を
意
識
し
た
調
べ
活
動
に
取
り
組
み
、
調
べ

た
こ
と
を
整
理
し
、
聴
き
手
に
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
て
伝
え
る

表
現
力
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
学
習
発
表
会
で
は
、
ニ
ュ
ー
ス
番

組
の
司
会
や
リ
ポ
ー
タ
ー
役
を
務
め
、
成
果
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

中
学
部
で
は
、
他
者
と
の
関
わ
り
を
意
識
し
た
グ
ル
ー
プ
活
動

と
、
行
動
範
囲
を
広
げ
る
た
め
の
校
外
学
習
の
準
備
・
企
画
、
そ

し
て
実
施
後
の
反
省
が
具
体
的
な
活
動
と
な
り
ま
す
。
必
要
な
援

助
や
時
間
を
意
識
さ
せ
な
が
ら
、
企
画
力
・
行
動
力
・
協
調
性
を

求
め
て
い
き
ま
す
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
環
境
の
確
認
や
公
共
交
通
機

関
の
利
用
等
、
校
外
で
の
実
践
活
動
に
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。

高
等
部
で
は
、
卒
業
後
の
社
会
生
活
を
一
層
意
識
さ
せ
、
公
共

交
通
機
関
の
利
用
範
囲
を
広
げ
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
環
境
を
踏
ま
え

た
企
画
・
交
渉
・
活
動
を
通
し
て
余
暇
活
動
の
充
実
・
拡
充
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
年
間
を
通
し
て
⽛
こ
れ
か
ら
生
き
る
社

会
と
自
己
の
生
き
方
⽜
と
題
し
た
活
動
に
も
取
り
組
み
ま
す
。
卒

業
後
の
社
会
参
加
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
必
要
な
情
報
収
集
や
体
験
活

動
、
検
証
作
業
を
通
し
て
進
路
選
択
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
を
定
期
的
に
設
け
、
情
報
整
理
や
情
報

発
信
の
力
も
高
め
て
い
き
ま
す
。

◆
学
校
設
定
教
科

本
校
高
等
部
に
は
、
学
校
独
自
の
教
科
を
⚒
つ
設
定
し
て
い
ま

す
。⽛
社
会
の
探
究
と
表
現
⽜
は
、
情
報
の
統
合
困
難
等
の
障
害
特

性
が
影
響
す
る
た
め
、
論
述
作
業
に
苦
戦
す
る
生
徒
た
ち
の
不
得

意
さ
を
克
服
さ
せ
る
た
め
に
設
定
し
て
い
ま
す
。
社
会
へ
の
関
心

を
広
げ
つ
つ
論
理
的
思
考
力
・
表
現
力
の
育
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

⽛
職
業
生
活
と
進
路
⽜
は
、
学
習
グ
ル
ー
プ
で
具
体
的
な
作
業
に

取
り
組
む
な
か
で
、
職
業
生
活
に
お
け
る
自
己
の
役
割
や
他
者
と

の
関
係
性
を
考
え
、
行
動
で
き
る
力
を
育
成
す
る
教
科
で
す
。
外

部
機
関
や
企
業
の
協
力
を
得
て
、⽛
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
の
作

成
⽜
等
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
遂
行
し
て
い
く
な
か
で
、
職
業
生
活
の

一
端
を
体
験
し
て
い
き
ま
す
。

◆
職
場
実
習

高
等
部
生
徒
は
全
員
、
職
場
実
習
を
体
験
し
ま
す
。
特
例
子
会

社
や
公
共
施
設
、
私
立
大
学
等
の
協
力
を
得
て
、
個
々
の
特
性
や

進
路
希
望
を
踏
ま
え
た
実
習
を
体
験
し
て
い
ま
す
。

筑
波
大
学
東
京
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
部
（
茗
荷
谷
）
で
も
、
複
数

名
の
実
習
生
を
受
け
入
れ
て
も
ら
い
、
生
徒
の
職
業
生
活
に
必
要

な
力
の
検
証
作
業
に
も
協
力
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

一
昨
年
度
よ
り
、
都
内
の
企
業

の
ご
協
力
を
得
て
、
パ
ソ
コ
ン
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
た
在
宅
ワ

ー
ク
型
の
実
習
も
行
っ
て
い
ま
す
。

遠
隔
地
よ
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
回

線
を
通
じ
て
指
示
を
受
け
、
デ
ー

タ
入
力
や
文
書
作
成
を
行
い
、
完

成
デ
ー
タ
・
文
書
を
送
信
し
、
そ

の
で
き
具
合
や
作
業
過
程
等
に
つ

い
て
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

◆
ス
ポ
ー
ツ
・
音
楽
活
動
へ
の
取
組

毎
年
、
東
京
都
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
陸
上
競
技
）
で
多
く

の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
も
代
表
選

手
を
送
り
だ
し
て
い
ま
す
。
な
か
に
は
日
本
記
録
を
複
数
有
し
、

国
際
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
が
主
催
す
る
海
外
の
陸
上
競
技
大

会
に
出
場
し
て
い
る
生
徒
も
い
ま
す
。

ま
た
、
音
楽
活
動
に
も
精
力
的
に
取
り
組
み
、
演
奏
会
や
各
種

イ
ベ
ン
ト
で
器
楽
の
演
奏
や
合
唱
を
披
露
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度

は
、
東
京
藝
術
大
学
が
主
催
す
る
⽛
藝
大
ア
ー
ツ
・
ス
ペ
シ
ャ
ル
・

障
が
い
と
ア
ー
ツ
⽜
に
参
加
し
、
音
楽
劇
で
ピ
ア
ノ
演
奏
と
合
唱
、

ミ
ニ
・
コ
ン
サ
ー
ト
で
も
ピ
ア
ノ
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

◆
他
附
属
と
の
交
流

本
校
中
学
部
は
、
附
属
視
覚
特
別
支
援
学
校
と
オ
セ
ロ
交
流
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
等
部
は
、
附
属
坂
戸
高
等
学
校
と
授

業
交
流
し
て
い
ま
す
。

7

中学部・校外学習(池袋)

高等部･職場実習(東京キャンパス)

在宅ワーク型の職業実習

障害者スポーツ大会｢障がいとアーツ｣

附属視覚とのオセロ交流

附属坂戸との授業交流



さ
ら
に
、
昨
年
度
よ
り
筑
波
大
学
の
附
属
11
校
（
筑
波
大
学
附

属
学
校
群
）
の
取
り
組
み
と
し
て
⽛
黒
姫
高
原
共
同
生
活
⽜（
宿
泊

行
事
）
が
始
ま
り
、⽛
障
害
の
あ
る
者
も
な
い
者
も
共
に
学
ぶ
⽜
こ

と
を
テ
ー
マ
に
、
交
流
及
び
共
同
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◆
各
種
検
定
へ
の
挑
戦

本
校
は
特
別
支
援
学
校
で
あ
る
た
め
、
学
習
集
団
が
⚓
～
⚘
名

と
少
人
数
で
す
。
校
内
の
仲
間
と
の
切
磋
琢
磨
は
勿
論
で
す
が
、

学
習
意
欲
を
高
め
る
た
め
に
、
在
籍
す
る
児
童
生
徒
に
は
、
各
種

検
定
（
英
語
検
定
、
漢
字
検
定
、
数
学
検
定

等
）
へ
の
挑
戦
を

奨
励
し
て
い
ま
す
。

個
々
の
実
力
に
合
わ
せ
て
受
検
し
、
目
指
す
級
へ
の
合
格
が
児

童
生
徒
の
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

4

施
設
併
設
学
級
の
教
育

施
設
併
設
学
級
の
校
舎
は
、
本
校
校
舎
か
ら
徒
歩
⚕
分
の
場
所

に
あ
る
心
身
障
害
児
総
合
医
療
療
育
セ
ン
タ
ー
と
隣
接
す
る
場
所

に
あ
り
ま
す
。
同
セ
ン
タ
ー
と
は
渡
り
廊
下
で
つ
な
が
り
、
セ
ン

タ
ー
内
に
あ
る
整
肢
療
護
園
（
医
療
型
障
害
児
入
所
施
設
）
に
入

所
し
て
い
る
児
童
生
徒
が
通
学
し
て
い
ま
す
。

在
籍
す
る
児
童
生
徒
の
多
く
が
重
複
障
害
を
有
し
、
障
害
の
状

態
が
重
度
で
あ
る
者
が
全
体
の
⚗
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
児
童
生

徒
を
取
り
巻
く
事
情
は
様
々
で
、
個
々
の
障
害
の
状
態
や
程
度
も

多
様
で
あ
る
た
め
、
医
療
や
福
祉
の
関
係
者
と
も
連
携
し
、
複
数

の
教
育
課
程
を
編
成
し
て
教
育
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

手
術
・
リ
ハ
ビ
リ
訓
練
を
目
的
に
入
所
し
た
児
童
生
徒
の
場
合
、

期
間
が
過
ぎ
れ
ば
同
園
を
退
所
し
、
多
く
の
場
合
、
元
の
学
校
に

戻
る
た
め
、
転
出
先
へ
の
支
援
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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3
拠
点
事
業

◆
肢
体
不
自
由
教
育
を
牽
引
す
る
先
導
的
教
育
拠
点
事
業

本
校
は
、
開
校
以
来
、
肢
体
不
自
由
の
あ
る
児
童
生
徒
（
重
複

障
害
も
含
む
）
の
障
害
特
性
を
踏
ま
え
た
指
導
の
あ
り
方
を
追
究

し
、
先
導
的
な
理
論
と
実
践
例
を
全
国
に
発
信
し
て
き
ま
し
た
。

研
究
成
果
は
、
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
も
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

研
究
成
果
は
、
毎
年
⽛
肢
体
不
自
由
教
育
実
践
研
究
協
議
会
⽜

を
開
催
す
る
と
共
に
、
研
究
紀
要
に
ま
と
め
て
全
国
の
関
係
諸
機

関
に
発
送
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
般
書
籍
の
発
刊
、
全
国
肢
体

不
自
由
教
育
研
究
協
議
会
や
日
本
特
殊
教
育
学
会
等
で
の
研
究
発

表
な
ど
、
積
極
的
な
情
報
発
信
に

努
め
て
い
ま
す
。

◆
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
研
修
事
業

筑
波
大
学
の
附
属
学
校
と
し
て
、
筑
波
大
学
が
実
施
す
る
次
の

よ
う
な
各
種
事
業
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

•
教
育
実
習
生
・
介
護
等
体
験
学
生
の
受
け
入
れ

•
大
学
院
生
の
実
践
演
習
受
け
入
れ

•
卒
業
研
究
・
修
士
論
文
研
究
へ
の
協
力

•
特
別
支
援
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
現
職
研
修
生
の
受
け
入
れ

•
筑
波
大
学
公
開
講
座
（
⚖
講
座
）
の
開
催

•
筑
波
大
学
免
許
法
認
定
公
開
講
座
、
同
公
開
講
座
へ
の
協
力

•
筑
波
大
学
教
員
免
許
状
更
新
講
習
附
属
学
校
演
習
（
⚓
講
座
）

◆
児
童
生
徒
の
視
野
を
グ
ロ
ー
バ
ル
に
広
げ
る
国
際
交
流

本
校
は
、
韓
国
・
セ
ロ
ム
学
校
と
国
際
交
流
協
定
を
締
結
し
、

児
童
生
徒
代
表
の
訪
韓
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
交
流
授
業
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら
台
湾
・
国
立
和
美
実
験
学

校
、
国
立
南
投
特
殊
教
育
学
校
と
も
協
定
を
締
結
し
、
国
際
交
流

を
本
格
的
に
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
ル
ー
ム
を
週
⚓
日
開
室
し
、

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
育
成
に
取
り
組
ん
だ
り
、
外
国

人
教
員
研
修
留
学
生
や
外
国
人
研
修
生
と
の
交
流
活
動
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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生
徒
た
ち
の
社
会
貢
献
(研
究
開
発
へ
の
協
力
)

近
年
、
在
籍
す
る
生
徒
自
身
が
様
々
な
研
究
に
協
力
し
、
共
同

研
究
者
の
一
員
と
し
て
研
究
開
発
の
成
果
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

⽛
ア
イ
・
プ
レ
イ
・
ザ
・
ピ
ア
ノ
⽜
は
、
視
線
追
跡
装
置
を
使
っ
て

ピ
ア
ノ
を
演
奏
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
筑
波
大
学
情
報
科
学
類
と

の
共
同
研
究
で
は
、
生
徒
自
身
が
モ
ニ
タ
ー
と
な
り
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
の
肢
体
不
自
由
児
用
ア
プ
リ
が
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。

8

施設併設学級校舎

授業の様子

肢体不自由教育実践研究協議会

韓国・セロム学校訪問

イングリッシュ・ルーム

自立活動実践セミナー

Eye Play the Piano

Apple Store 銀座での発表
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平成28年度 茗 渓 会 地 域 組 織 表

代 表 者
ï卒年科ð

事 務 局 担 当 者

筑
波
大

松 村 明
ï55筑医ð

山 本 哲 哉 ï01筑医ð

桐
医
会

山 口 高 史
ï55筑医ð

附
属
校

小 山 浩
ï54筑体ð

秋 葉 康 浩 ï58筑二比文ð

図
情
橘
会

北
海
道

大 沼 寛
ï41教大武ð

藤 岡 二 朗 ï54筑体ð
鵜 野 和 憲 ï07筑体ð

青
森

瀧 口 孝 之
ï55筑体ð

前 田 済 ï59筑一自ð
工 藤 誠 司 ï09筑体ð

岩
手

平 藤 淳
ï54筑体ð

清 水 茂 幸 ï62筑修体ð
上 濱 龍 也 ï01筑修体ð
澤 村 省 逸 ï62筑体ð

宮
城

松 坂 孝
ï55筑体ð

髙 橋 欣 也 ï57筑体ð
佐々木 洋 ï59筑修環ð

秋
田

船 木 賢 咲
ï49教大武ð

小 林 大 輔 ï15筑博数⚔修ð

山
形

津 田 浩
ï51筑一自ð

仁 藤 誠 ï02筑体ð
羽 角 哲 弘 ï04筑体ð
芦 野 浩 二 ï07筑自ð

福
島

鈴 木 弘 文
ï46教大米ð

伊 藤 淳 一 ï09筑修教ð
渡 辺 兼 綱 ï14筑修教ð
渡 邊 幹 男 ï17筑修教ð

茨
城

鈴 木 一 弘
ï58筑修教ð

木 城 知 則 ï13筑博歴ð
川久保 典 昭 ï12筑修教ð

栃
木

齋 藤 宏 夫
ï58筑修教ð

青 木 伸 子 ï02筑一自ð
池 邉 直 哉 ï04筑一自ð
宮 澤 昭 二 ï02筑一自ð

群
馬

佐 藤 功
ï55筑一自ð

紋 谷 清 美 ï62筑修教ð
阿 部 一 輝 ï21筑一自ð

埼
玉

前 島 富 雄
ï47教大農ð

平 野 正 美 ï54筑二比ð
青 木 勇 藤 ï55筑一人文ð
鈴 木 徹 也 ï58筑一自ð

千
葉

嘉 村 茂 邦
ï50教大物ð

大久保 利 宏 ï52教大健ð
末 永 菜穂子 ï59筑二人間ð
村 田 孝 順 ï22筑二生ð

学
芸
大

藤 井 斉 亮
ï61筑博教ð

中 村 光 一 ï01筑博教ð
射手矢 岬 ï61筑修体ð
川 崎 誠 司 ï08筑博教ð

文
科
省

鈴 木 康 志
ï54筑一自ð

清 原 洋 一 ï45筑一自ð
三 橋 浩 志 ï63筑一自ð
水 谷 尚 人 ï06筑修教ð

都
庁

鯨 岡 廣 隆
ï57筑体ð

出 張 吉 訓 ï57筑二農ð
堀 川 勝 史 ï61筑体ð
青 木 薫 ï12筑体ð

東
京

髙 橋 基 之
ï53筑一自ð

徳 田 安 伸 ï55筑二農ð

代 表 者
ï卒年科ð

事 務 局 担 当 者

東

京

支部長・代議員
足 立
荒 川
板 橋
大 田
葛 飾
北

江 東
品 川
渋 谷
新 宿
新 宿
杉 並
墨 田
世田谷
台 東
千代田
千代田
中 央
豊 島
中 野
中 野
練 馬
文 京
文 京
港
港

目 黒
北多摩北
北多摩南
西多摩
八王子
八王子

田 原 章 孝 ï51教大応数ð
井 上 芳 明 ï01筑体ð
竹 村 恭 一 ï56筑一自ð
飯 島 睦 子 ï54筑二人間ð
渡 邉 悟 ï56筑二農ð
村 松 広 英 ï57筑一社会ð
三 保 和 彦 ï53筑一自ð
真 当 哲 博 ï57筑二人間ð
田 中 修 ï54筑二農林ð
桜 井 裕 ï49教大法政ð
浅 井 一 郎 ï55筑一人文ð
奈 良 隆 ï53筑体ð
上 村 肇 ï53筑体ð
徳 田 安 伸 ï55筑二農ð
柳 久美子 ï50教大体ð
竹 村 秀 一 ï51教大日史ð
戸 谷 賢 司 ï48教大体ð
中 村 穎 司 ï35教大国ð
久 保 淳 ï56筑体ð
浦 部 利 明 ï56筑一人文ð
池 田 浩 二 ï57筑芸ð
柴 田 誠 ï55筑一自ð
髙 橋 基 之 ï53筑一自ð
塩 津 真 ï55筑二人間ð
笹 のぶえ ï56筑二比ð
松 村 直 樹 ï61筑修環ð
金 田 嘉 明 ï56筑一人文ð
守 屋 一 幸 ï52教大漢ð
初 見 豊 ï52教大農ð
小 林 三代次 ï51教大英ð
石 川 恵一郎 ï49教大健ð
小 島 和 雄 ï36教大農ð

神
奈
川

矢 野 正 人
ï53院修農ð

加 藤 充 洋 ï56筑一社会ð
添 野 龍 雄 ï57筑二農ð
中 弥 貴 晴 ï49教大農化ð

山
梨

浅 川 英 三
ï57筑体ð

野 崎 哲 司 ï62筑二人間ð
永 関 梨 子 ï26筑芸ð
岩 下 道 子 ï59筑二人間ð

長
野

小 口 俊 幸
ï54筑二比ð

梅 村 泰 代 ï57筑二比ð
御子柴 俊 一 ï16筑一自ð
奥 原 貴 彦 ï09筑体ð

新
潟

永 井 成 一
ï41教大法政ð

長 田 裕 ï59筑体ð

富
山

坪 池 宏
ï56筑二人間ð

中 村 謙 作 ï62筑一自ð
庄 司 秀 嗣 ï62筑修教ð
中 村 典 子 ï23筑博数ð

石
川

濱 辺 正 実
ï53筑体ð

松 本 彰 ï50教大体ð
神 田 康 ï15筑体ð
近 岡 岳 則 ï17筑二人間ð

福
井

木 下 久仁雄
ï55筑一人文ð

橘 慶 成 ï08筑芸ð
松 田 充 弘 ï14筑一人文ð

静
岡

丹 治 正
ï56筑三社工ð

山 田 芳 史 ï56筑一自ð
稲 葉 絵 美 ï19筑一自ð

愛
知

村 松 利 之
ï53筑体ð

川 村 昌 宏 ï56筑一自然ð
伊與田 万 知 ï62筑修教ð
米 山 誠 ï59筑二比ð

岐
阜

大 橋 則 雄
ï57筑二人間ð

増 田 智 至 ï03筑農ð
蒲 尚 胤 ï02筑一人文ð

滋
賀

町 田 登
ï47教大健ð

松 林 基 之 ï07筑体ð
樋 上 弘 之 ï06筑修体ð
桂 本 尚 樹 ï62筑体ð

三
重

辻 昭 司
ï55筑体ð

向 井 俊 哉 ï57筑体ð
加 藤 英 紀 ï15筑一自ð
山 北 正 也 ï03筑一人文ð

代 表 者
ï卒年科ð

事 務 局 担 当 者

京
都

川 合 英 之
ï56筑体ð

川 合 寛 明 ï59筑体ð
遠 山 秀 史 ï61筑一自ð
奥 村 典 夫 ï61筑修教ð

大
阪

松 本 秀 範
ï53院修林ð

笹 原 寿 峰 ï56筑芸ð
中 藪 久実子 ï59筑芸ð
大 橋 一 郎 ï62筑体ð

兵
庫

永 井 邦 治
ï54筑体ð

林 啓 太 ï56筑体ð
千 脇 久美子 ï03筑一自ð

奈
良

谷 垣 康
ï53筑一人文ð

井 上 徳 之 ï58筑一自ð
岩 佐 泰 造 ï13筑体ð
栗 本 善 弘 ï10筑体ð

和
歌
山

土 肥 二 郎
ï57筑一自ð

川 口 勝 也 ï01筑体ð
岡 本 規 ï05筑体ð
梅 本 将 志 ï12筑体ð

鳥
取

小 倉 健 一
ï53筑体ð

山 中 洋 介 ï58筑体ð
美多賀鼻 孝 裕 ï10筑体ð

島
根

松 本 弘 光
ï46教大体ð

境 英 俊 ï59筑修体ð
西 村 覚 ï01筑修体ð

岡
山

長 尾 隆 史
ï55筑体ð

黒 住 伸 吾 ï56筑体ð
水 川 敬 介 ï63筑体ð
近 藤 真 妃 ï06筑体ð

広
島

山 成 宣 彦
ï40教大健ð

大 辻 明 ï47教大体ð
山 下 勝 也 ï58筑体ð
井 藤 幹 治 ï55筑体ð

山
口

鍋 井 邦 久
ï38教大体ð

兼 行 剛 士 ï56筑体ð
内 田 忠 範 ï57筑体ð
藤 井 功 ï57筑体ð

徳
島

安 永 潔
ï55筑二農ð

池 渕 茂 ï58筑二比ð
森 誠 一 ï05筑修教ð
田 北 直 樹 ï05筑体ð

香
川

高 井 信 一
ï55筑体ð

渡 辺 浩 司 ï03筑体ð

愛
媛

畑 野 智 司
ï55筑二生ð

八 木 俊 博 ï57筑体ð
山 本 隆 祥 ï07筑体ð
森 川 大 和 ï17筑二人間ð

高
知

下 坂 速 人
ï53筑体ð

手 林 慎 一 ï04筑二農ð
山 本 英 作 ï03筑二比ð
野 田 智 洋 ï62筑体ð

福
岡

吉 永 雅 弘
ï53筑体ð

加 藤 茂 文 ï05筑修体ð
兒 島 悟 ï07筑体ð

佐
賀

野 中 通 兼
ï53筑体ð

松 雪 誉 ï61筑体ð
山 田 和 人 ï05筑体ð

長
崎

山 口 千 樹
ï60筑二生ð

渡 邉 孝 経 ï59筑体ð
朝 長 芳 卓 ï05筑一自ð
酒 井 美 和 ï24筑修教ð

熊
本

川 上 修 治
ï01筑修教ð

寺 本 護 ï08筑体ð
米 田 拡 二 ï08筑体ð
上 田 晃 裕 ï14筑体ð

大
分

渚 洋 行
ï53筑体ð

田 崎 弘 宣 ï63筑体ð

宮
崎

久 松 弘 幸
ï55第一社会ð

児 玉 洋 一 ï02筑三社工ð
茅 島 隆 司 ï13筑一社会ð

鹿
児
島

原 口 和 哉
ï56第一自ð

鹿 倉 貢 ï57筑体ð
内 倉 昭 文 ï59筑一人文ð
寺 田 晋 紀 ï10筑一自ð



⽛
花
の
あ
る
暮
ら
し
⽜
は
、
朝
日
新
聞
の
茨
城
県
版
に
、
高
校
野

球
の
時
期
以
外
の
ほ
ぼ
毎
週
、
私
の
思
い
出
の
中
の
植
物
た
ち
を
、

昭
和
四
十
年
代
の
幼
い
頃
か
ら
現
在
ま
で
に
お
き
た
自
分
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
と
共
に
紹
介
し
て
い
る
エ
ッ
セ
イ
で
す
。
連
載
が
百
三
十

回
を
超
え
た
中
、
当
日
は
本
人
の
ベ
ス
ト
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
紹
介

し
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
中
の
一
部
を
抜
粋
し
ま
す
。

1
下
町
の
銭
湯
を
思
い
出
す
オ
シ
ロ
イ
バ
ナ

オ
シ
ロ
イ
バ
ナ
科
オ
シ
ロ
イ
バ
ナ
属
の
オ
シ
ロ
イ
バ
ナ
は
、
原

産
地
は
メ
キ
シ
コ
で
す
。
夕
方
か
ら
花
が
開
く
の
で
、FourO

ʟ
clock

と
い
う
英
名
が
あ
り
ま
す
。

幼
い
と
き
銭
湯
に
通
っ
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。
風
呂
道
具
と

下
着
を
入
れ
た
洗
面
器
を
風
呂
敷
に
包
み
、
母
と
自
宅
を
出
る
の

は
⚔
時
過
ぎ
。
濃
い
ピ
ン
ク
の
オ
シ
ロ
イ
バ
ナ
が
咲
き
始
め
る
時

間
で
⽛
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
。⽜
と
見
送
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
見
え

ま
し
た
。
富
士
山
と
松
原
が
描
か
れ
た
ペ
ン
キ
絵
を
見
な
が
ら
湯

に
つ
か
り
、
風
呂
上
が
り
に
飲
む
フ
ル
ー
ツ
牛
乳
の
美
味
し
か
っ

た
こ
と
。
当
時
の
銭
湯
は
子
ど
も
連
れ
の
若
い
お
母
さ
ん
が
多
く
、

と
て
も
賑
や
か
な
社
交
場
で
も
あ
り
ま
し
た
。
母
親
た
ち
が
仲
良

し
で
も
子
ど
も
同
士
が
仲
良
し
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
ま
し
て
男

の
子
な
ら
な
お
さ
ら
の
こ
と
。
自
宅
に
帰
る
途
中
、
彼
の
家
に
黄

色
の
オ
シ
ロ
イ
バ
ナ
が
咲
い
て
い
て
⽛
我
が
家
に
は
な
い
色
だ
か

ら
欲
し
い
な
あ
。⽜
と
思
っ
て
も
、
当
時
の
私
は
声
を
か
け
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
も
夕
暮
れ
時
に
咲
く
オ
シ
ロ
イ
バ
ナ

に
見
る
と
、
夢
の
よ
う
な
遠
い
昔
を
思
い
出
し
ま
す
。

2
手
が
届
か
ぬ
あ
こ
が
れ
の
花
ニ
オ
イ
バ
ン
マ
ツ
リ

ナ
ス
科
ブ
ル
ン
フ
ェ
ル
シ
ア
属
の
ニ
オ
イ
バ
ン
マ
ツ
リ
の
花
は

咲
き
始
め
は
美
し
い
紫
で
、
や
が
て
白
に
退
色
す
る
の
で
⚑
株
で

⚒
色
の
花
が
楽
し
め
ま
す
。
ブ
ラ
ジ
ル
南
部
な
ど
暖
か
い
地
域
が

原
産
地
な
の
で
、
栽
培
す
る
ポ
イ
ン
ト
は
冬
に
霜
が
あ
た
ら
な
い

場
所
で
育
て
る
こ
と
で
す
。

私
は
幼
い
時
か
ら
花
が
好
き
で
、
学
校
の
帰
り
道
は
花
を
見
る

た
め
帰
り
道
の
ル
ー
ト
を
変
え
て
い
ま
し
た
。
春
は
石
垣
の
上
で

咲
く
ハ
ナ
ニ
ラ
の
群
落
、
フ
ェ
ン
ス
か
ら
花
が
は
み
だ
し
て
咲
く

ジ
ン
チ
ョ
ウ
ゲ
の
香
り
を
楽
し
み
、
道
路
に
落
ち
た
タ
イ
ザ
ン
ボ

ク
の
肉
厚
の
白
い
大
き
な
花
び
ら
は
拾
っ
て
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

中
学
校
の
帰
り
道
に
咲
い
て
い
た
の
が
ニ
オ
イ
バ
ン
マ
ツ
リ
で
し

た
。⽛
あ
の
美
し
い
花
は
何
だ
ろ
う
。⽜
玄
関
先
な
の
で
中
に
入
る

事
は
で
き
ず
、
い
つ
も
遠
く
か
ら
眺
め
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
が
最
近
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
鉢
花
を
発
見
。
よ
う
や
く

私
の
も
と
に
や
っ
て
き
た
ニ
オ
イ
バ
ン
マ
ツ
リ
。
ス
テ
キ
な
器
に

植
え
て
庭
に
飾
り
ま
し
た
。
遠
く
か
ら
花
を
見
つ
め
る
セ
ー
ラ
ー

服
の
少
女
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
花
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

3
祖
母
を
思
い
出
す
オ
ダ
マ
キ

明
治
生
ま
れ
の
祖
母
は
、
ド
ラ
マ
⽛
お
し
ん
⽜
の
奉
公
先
の
大

奥
様
に
そ
っ
く
り
で
し
た
。
遊
び
に
行
き
、
帰
る
時
間
に
な
る
と

正
座
を
し
て
話
を
聞
き
ま
す
。⽛
な
せ
ば
な
る

な
さ
ね
ば
成
ら

ぬ
何
事
も
～
と
い
う
言
葉
の
よ
う
に
、
何
で
も
や
っ
て
み
な
け
れ

ば
だ
め
だ
ぞ
。⽜
と
よ
く
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。
努
力
し
て
で
き
る

事
は
努
力
を
お
し
ま
な
い
、
今
も
そ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

で
も
時
々
心
折
れ
る
時
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
そ
ん
な
時
は
録
画

し
た
お
し
ん
を
見
直
し
⽛
そ
ん
な
つ
ま
ら
な
い
こ
と
を
気
に
し
て

た
ら
、
こ
れ
か
ら
先
、
生
き
て
い
け
な
い
ぞ
。⽜
と
言
う
大
奥
様
を

祖
母
だ
と
思
い
、
元
気
を
出
し
て
い
ま
す
。

あ
る
と
き
⽛
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
お
嫁
に
く
る
と
き
、
実
家
か
ら

持
っ
て
き
た
花
で
す
っ
て
。⽜
母
か
ら
聞
い
た
そ
の
花
は
オ
ダ
マ

キ
で
し
た
。
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
オ
ダ
マ
キ
属
で
、
北
半
球
に
分
布
し

て
い
ま
す
。
中
央
部
の
白
い
部
分
が
花
で
、
周
囲
の
紫
色
の
部
分

は
萼
に
あ
た
り
ま
す
。
日
当
り
と
風
通
し
が
よ
く
、
や
や
湿
っ
た

土
を
好
む
よ
う
で
す
。
自
宅
で
栽
培
し
て
い
ま
す
が
、
最
近
繁
殖

力
旺
盛
な
セ
イ
ヨ
ウ
オ
ダ
マ
キ
が
進
出
し
た
の
で
負
け
な
い
よ
う

注
意
し
て
、
祖
母
の
思
い
出
の
オ
ダ
マ
キ
を
育
て
て
い
ま
す
。

4
高
層
気
象
台
下
に
あ
っ
た
ナ
ン
バ
ン
ギ
セ
ル

ハ
マ
ウ
ツ
ボ
科
ナ
ン
バ
ン
ギ
セ
ル
属
の
ナ
ン
バ
ン
ギ
セ
ル
（
南

蛮
煙
管
）
は
、
寄
生
植
物
と
し
て
有
名
で
す
。
花
の
形
が
誰
か
を

思
っ
て
い
る
姿
に
似
て
い
る
の
で
、
オ
モ
イ
グ
サ
（
思
い
草
）
の

別
名
が
あ
り
ま
す
。

少
女
漫
画
が
大
好
き
な
私
は
、
今
か
ら
40
年
前
、
り
ぼ
ん
の
創

刊
20
周
年
記
念
特
別
企
画
⽛
黄
色
い
リ
ボ
ン
の
花
束
に
し
て
⽜
と

い
う
作
品
が
大
好
き
で
、
今
も
切
り
抜
い
て
保
存
し
て
い
る
ほ
ど
。

主
人
公
の
女
の
子
黄
菜
ち
ゃ
ん
は
、
あ
こ
が
れ
の
男
の
子
に
⽛
こ

の
花
は
私
の
好
き
な
野
原
に
咲
い
て
い
ま
す
。
一
緒
に
行
き
ま
せ

ん
か
？
⽜
と
告
白
し
、
思
い
草
の
花
束
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
ハ
ッ

ピ
ー
エ
ン
ド
を
迎
え
た
の
で
、
私
も
好
き
な
人
が
で
き
た
ら
～
と

心
に
決
め
て
い
ま
し
た
。

大
学
⚔
年
の
秋
、
サ
ー
ク
ル
の
先
輩
に
⽛
ナ
ン
バ
ン
ギ
セ
ル
な

ら
、
高
層
気
象
台
の
ス
ス
キ
原
に
た
く
さ
ん
出
て
る
よ
。⽜
と
聞
い

て
、
仲
良
く
な
っ
た
彼
と
自
転
車
を
連
ね
て
ナ
ン
バ
ン
ギ
セ
ル
の

採
集
に
行
き
ま
し
た
。
そ
し
て
花
束
に
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
た

の
で
す
が
、
私
の
場
合
は
残
念
な
結
果
で
し
た
。

今
は
高
層
気
象
台
も
撤
去
さ
れ
ス
ス
キ
原
も
あ
る
の
か
、
わ
か

り
ま
せ
ん
。
思
い
出
す
の
は
青
空
を
バ
ッ
ク
に
風
に
揺
れ
る
一
面

の
ス
ス
キ
と
、
幸
せ
そ
う
に
笑
っ
て
い
る
私
～
そ
ん
な
コ
ラ
ム
が

掲
載
さ
れ
た
日
、⽛
人
生
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
よ
。⽜⽛
か
わ
い
そ
う
ね
、

ふ
ら
れ
ち
ゃ
っ
た
の
ね
。⽜
と
多
く
の
方
に
声
を
か
け
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ず
い
ぶ
ん
昔
の
事
な
ん
で
す
け
ど
ね
。

ま
た
読
者
の
方
か
ら
は
⽛
気
に
な
っ
た
事
は
、
ナ
ン
バ
ン
ギ
セ

ル
は
ス
ス
キ
よ
り
ミ
ョ
ウ
ガ
と
の
共
生
を
好
む
事
に
触
れ
て
い
な
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の

つ
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Ｈ
Ｋ
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戸
植
物
公
園
園
長

西
川

綾
子
（
茗
渓
会
理
事
)



平
成
28
年
⚗
月
18
日
㈪

筑
波
研
修
セ
ン
タ
ー



い
⽜
と
い
う
ご
指
導
の
手
紙
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
ナ
ン

バ
ン
ギ
セ
ル
は
ス
ス
キ
、
ミ
ョ
ウ
ガ
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
、
ギ
ボ
ウ
シ

に
も
寄
生
し
ま
す
～
と
講
演
会
の
た
び
話
す
事
に
し
て
い
ま
す
。

5
筑
波
山
の
ふ
も
と
で
み
か
け
た
ビ
ナ
ン
カ
ズ
ラ

(サ
ネ
カ
ズ
ラ
)

筑
波
大
学
在
学
中
は
自
然
研
究
会
と
い
う
サ
ー
ク
ル
に
入
会
し
、

植
物
の
名
前
を
覚
え
る
た
め
筑
波
山
に
何
度
も
登
り
ま
し
た
。
今

か
ら
30
年
以
上
も
前
、
バ
ス
に
乗
る
と
女
性
の
車
掌
さ
ん
が
い
て

驚
き
ま
し
た
。
筑
波
駅
に
到
着
す
る
と
、
今
度
は
鉄
道
に
乗
っ
て

酒
寄
駅
で
下
車
し
、
登
山
を
始
め
ま
し
た
。

⽛
筑
波
山
の
中
腹
は
暖
か
い
の
で
ミ
カ
ン
の
北
限
に
な
っ
て
い

る
ん
だ
。
小
さ
く
て
ち
ょ
っ
と
酸
味
が
強
い
ミ
カ
ン
だ
よ
。⽜
先
輩

か
ら
そ
ん
な
話
を
伺
い
な
が
ら
民
家
の
前
を
通
る
と
、
葉
が
少
々

肉
厚
の
蔓
生
植
物
を
見
つ
け
ま
し
た
。

⽛
こ
れ
は
ビ
ナ
ン
カ
ズ
ラ
だ
。
お
侍
さ
ん
が
チ
ョ
ン
マ
ゲ
を
結

う
と
き
に
使
っ
た
ん
だ
な
。
だ
か
ら
美
男
葛
っ
て
い
う
ん
だ
。⽜

マ
ツ
ブ
サ
科
サ
ネ
カ
ズ
ラ
属
で
、
日
本
や
朝
鮮
半
島
に
自
生
す

る
ビ
ナ
ン
カ
ズ
ラ
は
、
正
式
名
を
サ
ネ
カ
ズ
ラ
と
い
い
ま
す
。
夏

に
丸
み
を
お
び
た
黄
色
っ
ぽ
い
花
が
咲
き
、
秋
に
赤
く
て
美
味
し

そ
う
な
実
が
つ
き
ま
す
。
葉
を
も
ん
で
み
る
と
ベ
ト
ベ
ト
感
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
を
直
接
髪
に
つ
け
る
の
で
は
な
く
、
茎
を
水
に

つ
け
て
透
明
の
粘
液
が
出
た
ら
整
髪
剤
と
し
て
使
う
よ
う
で
す
。

こ
の
話
を
し
て
下
さ
っ
た
先
輩
に
昨
年
呼
ば
れ
、
講
演
会
を
し

た
時
、
こ
の
思
い
出
話
を
し
ま
し
た
。
で
も
残
念
な
こ
と
に
、
本

人
は
話
し
た
事
を
ま
っ
た
く
覚
え
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

6
農
林
技
術
セ
ン
タ
ー
に
咲
く
ツ
タ
ス
ミ
レ

学
生
時
代
、
一
の
矢
宿
舎
の
側
に
あ
る
農
林
技
術
セ
ン
タ
ー
で

は
農
産
物
を
販
売
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
一
番
人
気
だ
っ
た

の
が
ツ
タ
ス
ミ
レ
の
鉢
花
で
し
た
。⽛
花
の
白
と
紫
の
模
様
が
パ

ン
ダ
み
た
い
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
パ
ン
ダ
ス
ミ
レ
と
も
い
う
ん
だ
。⽜

技
官
さ
ん
が
そ
ん
な
話
を
し
な
が
ら
、
工
具
の
キ
リ
を
ラ
イ
タ
ー

で
熱
し
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
鉢
に
穴
を
あ
け
、
緑
の
針
金
を
通
し
て

吊
り
鉢
を
作
っ
て
い
く
姿
を
隣
で
楽
し
く
見
て
い
た
も
の
で
す
。

一
年
生
の
時
か
ら
セ
ン
タ
ー
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
、
卒
業
研
究
も

こ
こ
で
行
っ
て
い
た
の
で
私
に
と
っ
て
は
故
郷
の
よ
う
な
施
設
。

優
し
い
先
生
や
技
官
さ
ん
、
大
好
き
な
花
た
ち
に
囲
ま
れ
楽
し
い

四
年
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

卒
業
後
、
東
京
に
戻
っ
て
め
ま
ぐ
る
し
い
毎
日
を
過
ご
す
中
、

都
バ
ス
に
乗
っ
た
時
、
月
が
何
や
ら
明
る
く
見
え
て
、
フ
ッ
と
筑

波
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
入
学
当
初
の
筑
波
大
学
は
街
灯
が
少
な

く
⽛
夜
っ
て
暗
か
っ
た
ん
だ
。⽜
と
初
め
て
気
が
つ
い
た
ほ
ど
。
月

を
見
て
農
場
が
恋
し
く
な
り
、
ち
ょ
っ
と
ホ
ロ
リ
。
た
く
さ
ん
の

愛
情
に
包
ま
れ
て
勉
強
で
き
た
事
に
感
謝
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
数
年
後
、
新
宿
御
苑
の
温
室
で
、
グ
ラ
ン
ド
カ
バ
ー

で
利
用
さ
れ
て
い
る
ツ
タ
ス
ミ
レ
を
発
見
し
ま
し
た
。
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
や
マ
レ
ー
な
ど
が
原
産
で
、
明
る
い
場
所
で
や
や
湿
っ
た

土
が
お
気
に
入
り
。
ど
ん
ど
ん
蔓
を
伸
ば
し
て
花
が
絶
え
間
な
く

咲
き
ま
す
。⽛
都
会
で
活
躍
し
て
い
た
ん
だ
ね
！
⽜
再
会
が
と
て

も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
最
近
、
新
宿
御
苑
の
温
室
は
超
近
代
的
に

生
ま
れ
変
わ
っ
た
の
で
、
新
し
い
温
室
で
ツ
タ
ス
ミ
レ
は
健
在
な

の
か
し
ら
。
そ
ん
な
話
を
温
室
担
当
の
女
の
子
に
し
た
ら
⽛
今
も

あ
り
ま
す
よ
。⽜
と
メ
ー
ル
が
来
て
ち
ょ
っ
と
安
心
し
ま
し
た
。

水
戸
市
植
物
公
園
で
は
筑
波
大
学
で
分
け
て
も
ら
っ
た
ツ
タ
ス

ミ
レ
が
ひ
っ
そ
り
咲
い
て
い
ま
す
。
温
室
を
巡
回
す
る
た
び
に

⽛
今
日
も
咲
い
て
い
る
ね
。⽜
と
語
り
か
け
て
い
ま
す
。

7
終
わ
り
に

受
講
者
は
82
名
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
60
名
が
回
答
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
講
演
会
で
は
皆
さ
ん
が
大
変
静
か
に
聞
い
て
下
さ

っ
た
の
で
、
反
応
が
わ
か
ら
ず
不
安
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。

数
日
後
に
回
答
を
拝
見
し
、
植
物
が
好
き
な
人
が
ほ
と
ん
ど
の

た
め
⽛
と
て
も
面
白
か
っ
た
、
楽
し
か
っ
た
⽜
と
い
う
声
が
多
く

安
心
し
ま
し
た
。
難
し
い
話
は
な
く
、
ち
ょ
っ
と
心
が
和
む
内
容

で
し
た
か
ら
、
喜
ば
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
発
表
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、
北
島
先
生
か
ら
適
切
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
て
、
そ
の
後
す
ぐ
に
実
践
し
て
い
ま
す
。

先
輩
方
に
囲
ま
れ
て
話
を
す
る
の
は
研
究
室
で
の
ゼ
ミ
を
思
い
出

し
、
私
に
と
っ
て
も
良
い
機
会
に
恵
ま
れ
感
謝
し
て
い
ま
す
。
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⽛
追
悼
の
つ
ど
い
⽜
は
、
昨
年
は
筑
波
大

学
の
大
学
会
館
内
の
特
別
会
議
室
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
が
、
今
年
は
場
所
を
大
塚
に

移
し
、
⚙
月
⚓
日
㈯
に
茗
渓
会
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
、
秋
か
ら
本
年
夏
ま
で
に
ご
逝
去

さ
れ
た
遺
族
の
方
々
に
連
絡
し
ま
し
た
と

こ
ろ
29
家
族
、
45
名
の
ご
参
列
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

本
会
か
ら
も
多
数
の
理
事
が
参
列
し
ま

し
た
。
遺
影
の
み
の
参
加
の
21
名
を
加
え

て
50
名
の
遺
影
が
飾
ら
れ
た
式
場
で
午
前

11
時
に
開
式
さ
れ
、
参
列
者
一
同
が
遺
影

に
黙
祷
後
、
江
田
理
事
長
が
⽛
追
悼
の
辞
⽜

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

筑
波
大
学
学
長
代
理
と
し
て
出
席
さ
れ

た
稲
垣
副
学
長
が
来
賓
の
挨
拶
を
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
一
同
が
献
花
し
、
式
は

終
了
し
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、
茗
渓
会
館
写
真
ス
タ
ジ

オ
に
て
集
合
写
真
撮
影
の
後
、
場
所
を
二

階
⽛
茗
渓
の
間
⽜
に
移
し
て
12
時
よ
り
14

時
ま
で
⽛
懇
談
会
⽜
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

江
田
理
事
長
、
西
川
副
理
事
長
そ
し
て

遺
族
を
代
表
し
て
古
藤
髙
良
筑
波
大
学
名

誉
教
授
の
挨
拶
の
あ
と
、
懇
談
の
席
が
も

た
れ
、
遺
族
の
皆
様
か
ら
ス
ピ
ー
チ
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

献花する江田茗渓会理事長⽛追悼のつどい⽜の会場

追悼のつどいでご挨拶をなさるご遺族のかたがた

追悼のつどいでご挨拶をする
西川茗渓会副理事長



13

去
る
⚗
月
⚘
日
、
学
生
活
動
支
援
事
業
選
考
委
員
会
（
委
員
長

西
川
潔
副
理
事
長
）
が
開
催
さ
れ
、
24
件
の
申
請
の
う
ち
⽛
箱
根

駅
伝
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
⽜
な
ど
を
含
む
21
件
が
採
択
さ
れ
ま
し

た
（
表
参
照
）。
こ
れ
を
受
け
て
、
同
月
21
日
、
江
田
昌
佑
理
事
長

か
ら
永
田
恭
介
学
長
へ
の
寄
附
金
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
翌
22
日

に
は
、
玉
川
信
一
副
学
長
の
臨
席
の
も
と
、
採
択
さ
れ
た
団
体
へ

の
助
成
金
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
（
写
真
は
交
付
式
後
の
参
列

者
）。
参
列
し
た
学
生
は
、⽛
大
切
に
使
い
ま
す
⽜
と
、
思
い
を
新

た
に
し
て
い
ま
し
た
。

茗
渓
会
か
ら
筑
波
大
学
へ
は
、
毎
年
⚘
百
万
円
近
く
を
支
援
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
⚔
割
程
度
を
占
め
る
の
が
、
こ
の
学
生
活
動

茗
渓
会
学
生
活
動
支
援
事
業

助
成
金

を
交
付
！

支
援
事
業
で
す
。
今
回

は
、
申
請
団
体
が
増
え
、

支
援
総
額
で
当
初
予
算

300
万
円
を
20
万
円
ほ
ど

超
え
る
も
の
と
な
り
ま

し
た
が
、
徐
々
に
こ
の

事
業
が
学
内
に
浸
透
し

て
き
た
結
果
で
あ
り
、

む
し
ろ
同
窓
会
本
来
の

活
動
と
し
て
、
ま
す
ま

す
の
充
実
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
残

念
な
が
ら
採
択
さ
れ
な

か
っ
た
団
体
は
い
ず
れ

も
工
学
系
で
、
あ
る
選

考
委
員
は
、⽛
社
会
や

大
学
と
の
関
係
と
い
う

点
で
の
見
せ
方
や
申
請

書
の
書
き
方
な
ど
に
工

夫
が
ほ
し
い
⽜
と
解
説

し
て
い
ま
し
た
。

平成28年度 茗渓会学生活動支援事業採択団体等一覧
団 体 等 名 称 対 象 事 業 支援額

(千円)
⚑ 天文研究会 次世代光学式プラネタリウム投影機の開発 100
⚒ オリエンテーリング部 第36回筑波大学オリエンテーリング大会 60

⚓ ライフセービング部 茨城県鉾田市大竹海岸海水浴場監視救助業務の安全性の向上
（鉾田市役所から4,300,000） 200

⚔ 応援部WINS 体育会所属団体の応援活動、スポーツデーなどの学内行事の広
報活動、つくばマラソンなどつくば市内の行事の応援活動 250

⚕ 管弦楽団 筑波大学管弦楽団第80回定期演奏会 210
⚖ 吹奏楽団 筑波大学吹奏楽団第76回定期演奏会 130

⚗ Realjam
ストリートダンスを通して地域に根差したイベント（まつりつ
くばなど）や学園祭やダンスイベントなどの出演、運営などの
活動

140

⚘ つくばろぼっとサークル ロボットコンテスト参加に向けた活動およびメンバー間による
技術交流 70

⚙ 学び場さくら塾 学び場さくら塾 70

10 HSCaT 学内（教育・研究棟周辺および宿舎敷地内）に生息する猫の保
護・管理及びTNR（避妊・去勢手術）活動 130

11 筑波学生文芸賞運営委員会 筑波学生文芸賞運営委員会 50
12 ジャズ楽団 筑波大学Neopolis BIGBAND 1st Recital 140
13 平成28年度筑波大学学園祭実行委員会 第42回筑波大学学園祭⽛雙峰祭⽜ 500

14 つくば院生ネットワーク リサーチユニット誕生プロジェクトを軸とした科学／異分野コ
ミュニケーションの促進 110

15 ふるさとつくばゆいまつり実行委員会 第⚖回ふるさとつくば ゆいまつり（協賛金等500,000） 270
16 食と酒東北祭り実行委員会 第三回 食と酒東北祭り（協賛金427,960） 110

17 筑波大学スポーツ・デー学生委員会
OBOG会 筑波大学スポーツ・デー40周年記念式典及び記念誌作成 40

18 筑波大学陸上競技部駅伝チーム 筑波大学箱根駅伝復活プロジェクト 320
19 香風寮学習ボランティア 児童養護施設における学習ボランティア活動 150
20 つくばミュージックプロジェクト 筑波大学学園祭ライブ2016プロジェクト 50
21 盆踊りプロジェクト 盆LIVE 盆踊りプロジェクト 盆LIVE (T-ACT承認企画） 100

総 額 3,200

320万
円

320万
円



⚑
⚘
⚖
⚓
年
に
英
国
で
生
ま
れ
た
近
代

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
サ
ッ
カ
ー
は
、
瞬
く

間
に
世
界
中
に
広
ま
っ
た
。
日
本
へ
は
⚑

⚘
⚗
⚓
年
、
築
地
に
あ
っ
た
海
軍
兵
学
寮

で
イ
ギ
リ
ス
軍
人
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
る
。

し
か
し
⽛
軍
人
を
通
し
て
の
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
は
日
本
で
は
ひ
ろ
が
ら
ず
、
主
と
し
て

学
校
の
先
生
か
ら
、
学
校
の
運
動
場
で
教

え
ら
れ
た
も
の
が
発
達
し
た
⽜注
⑴
。
そ
の

出
発
点
に
あ
る
の
が
本
校
蹴
球
部
で
あ
る
。

⚑
⚘
⚙
⚖
年
⚓
月
、
高
等
師
範
学
校
の

嘉
納
治
五
郎
校
長
は
、⽛
運
動
会
⽜
を
組
織

し
て
⚘
つ
の
部
を
設
け
、
毎
日
こ
れ
ら
の

中
か
ら
⚑
～
⚒
の
運
動
を
行
う
こ
と
を
奨

励
し
た
。
そ
の
中
に
フ
ー
ト
ボ
ー
ル

部
注
⑵
の
名
が
あ
る
。
こ
れ
を
創
部
と
す

る
蹴
球
部
は
、
⚑
⚘
⚙
⚙
年
創
設
の
Ｆ
Ｃ

バ
ル
セ
ロ
ナ
や
Ａ
Ｃ
ミ
ラ
ン
よ
り
も
長
い

歴
史
を
持
つ
、
日
本
最
古
の
サ
ッ
カ
ー
ク

ラ
ブ
で
あ
る
（
横
濱
と
神
戸
の
外
人
倶
楽

部
を
除
く
）。

⽛
運
動
会
⽜
は
⚑
⚙
⚐
⚑
年
に
は
⽛
校
友

会
⽜
に
再
編
さ
れ
、
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
を

伴
う
学
校
運
動
部
と
な
る
。
⚑
⚙
⚐
⚓
年

に
は
お
茶
の
水
か
ら
大
塚
窪
町
に
移
転
、

⽛
雑
木
雑
草
に
埋
め
ら
れ
て
い
た
⽜
土
地

を
切
り
開
い
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
し
た
の
は

初
代
主
将
・
中
村
覚
之
助
の
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
注
⑶
。彼
は
、

前
年
に
海
外
視
察
か
ら
帰
国
し
た
坪
井
玄

道
（
学
校
体
育
の
父
。
初
代
蹴
球
部
長
）
が
持
ち
帰
っ
た
い
く
つ

か
の
書
物
を
ま
と
め
、
日
本
で
最
初
の
サ
ッ
カ
ー
の
専
門
書
⽝
ア

ッ
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
⽞
を
著
し
た
。
こ
の
書
物

を
も
と
に
練
習
を
開
始
し
た
蹴
球
部
は
、
秋
の
運
動
会
で
模
範
演

技
を
行
い
、
翌
⚑
⚙
⚐
⚔
年
⚒
月
⚖
日
、
日
露
戦
争
開
戦
直
前
に
、

日
本
人
と
し
て
初
の
対
外
試
合
を
行
っ
た
。
対
戦
相
手
は
横
濱
外

人
倶
楽
部
。
い
ま
で
い
う
横
浜
カ
ン
ト
リ
ー
・
ア
ン
ド
・
ア
ス
レ

テ
ィ
ッ
ク
・
ク
ラ
ブ
（
Ｙ
Ｃ
＆
Ａ
Ｃ
）
で
あ
る
。
⚒
軍
相
手
に

⚐

⚙
の
大
敗
で
あ
っ
た
が
、
練
習
を
重
ね
、
⚑
⚙
⚐
⚘
年
に
は

Ｙ
Ｃ
＆
Ａ
Ｃ
に
勝
て
る
だ
け
の
力
を
つ
け
て
い
た
。

在
校
生
は
、
自
分
た
ち
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
に
練
習
に
取

り
組
む
だ
け
で
な
く
、
積
極
的
に
サ
ッ
カ
ー
の
巡
回
指
導
に
出
向

い
て
い
く
。
卒
業
生
は
、⽛
赴
任
先
に
ゴ
ー
ル
ポ
ス
ト
を
立
て
よ

う
⽜
を
合
言
葉
に
、
日
本
中
に
サ
ッ
カ
ー
を
広
め
て
い
く
。
こ
う

し
て
本
校
蹴
球
部
は
〝
日
本
サ
ッ
カ
ー
の
宗
家
〟
と
呼
ば
れ
る
に

至
る
の
で
あ
る
注
⑷
。

創
部
か
ら
120
周
年
と
な
る
⚒
⚐
⚑
⚖
年
、
蹴
球
部
同
窓
会
茗
友

サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

現
役
主
催
の
⽛
120
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
⽜

⚒
月
21
日
、
筑
波
大
学
で
⽛
120
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
⽜
が
、
筑

波
大
生
だ
け
で
な
く
、
少
年
サ
ッ
カ
ー
の
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者

な
ど
、
の
べ
500
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
。
午
前
中
の
第
一
サ
ッ

カ
ー
場
は
、
サ
ッ
カ
ー
の
プ
レ
ー
や
観
戦
、
各
種
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
楽
し
む
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
あ
る
。
鬼
怒
川
の
決
壊
に
よ
り

被
災
し
た
常
総
市
と
も
連
携
し
、
常
総
焼
き
そ
ば
や
プ
リ
ン
、
ド

ー
ナ
ツ
な
ど
の
特
産
品
の
販
売
も
行
っ
た
。
午
後
か
ら
は
中
央
体

育
館
の
ダ
ン
ス
場
に
移
動
し
、
自
主
制
作
映
画
を
上
映
し
た
後
、

田
嶋
幸
三
氏
（
Ｊ
Ｆ
Ａ
会
長
）、
鈴
木
淳
氏
（
Ｊ
リ
ー
グ
監
督
）、

潮
智
史
氏
（
朝
日
新
聞
記
者
）
ら
蹴
球
部
Ｏ
Ｂ
を
招
い
て
⽛
日
本

サ
ッ
カ
ー
大
討
論
会
⽜
を
実
施
し
た
。

こ
れ
ら
、
す
べ
て
を
学
生
が
企
画
・
運
営
し
た
と
こ
ろ
に
意
義

が
あ
る
。
戦
後
初
の
⚒
部
降
格
か
ら
⚑
年
で
⚑
部
復
帰
を
果
た
し

た
現
役
部
員
が
、
120
周
年
の
シ
ー
ズ
ン
前
に
、
若
者
ら
し
い
パ
ワ

ー
を
示
し
て
く
れ
た
の
は
す
ば
ら
し
い
。
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1904年⚒月⚖日、横濱外人倶楽部との試合に臨んだ東京高師の選手たち。後列右から⚒人目が中村覚之助。



































































































筑
波
大
学
蹴
球
部
同
窓
会

茗
友
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
理
事
長

中

塚

義

実
(筑
波
大
学
附
属
高
校
教
諭
)

日
本
サ
ッ
カ
ー
の
宗
家

⽛
蹴
球
部
⽜
創
部
120
周
年



交
流
戦
・
定
期
戦
に
て

長
い
歴
史
は
、
切
磋
琢
磨
す
る
他

ク
ラ
ブ
と
の
交
流
史
で
も
あ
る
。
⚑

⚙
⚐
⚔
年
の
初
対
戦
以
降
、
Ｙ
Ｃ
＆

Ａ
Ｃ
と
の
交
流
は
長
く
続
く
。
中
断

期
が
あ
っ
た
も
の
の
100
周
年
を
機
に

再
開
し
、
今
年
は
⚒
月
⚗
日
、
通
算

112
回
交
流
戦
が
横
浜
で
行
わ
れ
た
。

中
央
大
学
と
の
定
期
戦
は
今
年
で

58
回
目
で
あ
る
。
⚗
月
⚙
日
、
味
の

素
フ
ィ
ー
ル
ド
西
が
丘
で
ゲ
ー
ム
を

楽
し
み
、
⚔
年
に
一
度
の
両
校
合
同

懇
親
会
を
茗
溪
会
館
で
行
っ
た
。

ソ
ウ
ル
大
学
校
と
の
交
流
も
今
年

で
33
回
目
。
隔
年
で
行
き
来
し
、
⚗

月
末
に
訪
韓
し
た
。

い
ず
れ
も
試
合
後
の
懇
親
会
で
、

120
年
の
歴
史
と
日
本
サ
ッ
カ
ー
の
あ

ゆ
み
を
各
ク
ラ
ブ
と
共
有
し
、
こ
れ

か
ら
も
続
く
ク
ラ
ブ
間
の
友
情
を
確

認
し
合
っ
た
。

120
周
年
記
念
祝
賀
会

⚗
月
10
日
に
は
都
内
の
ホ
テ
ル
に

160
名
余
が
集
ま
っ
て
祝
賀
会
が
開
か

れ
た
。

冒
頭
、
茗
友
Ｓ
Ｃ
の
松
本
光
弘
会

長
（
東
教
大
12
期
）
の
挨
拶
の
中
で
、

長
ら
く
部
長
・
会
長
を
務
め
た
森
岡

理
右
氏
（
東
教
大
⚕
期
）
と
、
Ｊ
リ

ー
グ
創
設
の
陰
の
立
役
者
で
あ
る
木

之
本
興
三
氏
（
東
教
大
20
期
）
の
功

績
が
改
め
て
紹
介
さ
れ
た
。
続
い
て

挨
拶
に
立
っ
た
の
は
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
（
Ｊ
Ｆ
Ａ
）
会
長
の
田

嶋
幸
三
氏
（
筑
波
大
⚓
期
）
で
あ
る
。
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
理
事
も
兼
ね
る

田
嶋
氏
は
、
日
本
と
ア
ジ
ア
の
サ
ッ
カ
ー
界
の
か
じ
取
り
役
で
あ

る
。
大
学
か
ら
は
体
育
専
門
学
群
長
の
真
田
久
氏
が
乾
杯
の
ご
発

声
を
さ
れ
た
。
水
泳
部
Ｏ
Ｂ
の
真
田
氏
は
、
ス
ポ
ー
ツ
史
の
研
究

者
の
立
場
か
ら
、
戦
前
の
蹴
球
部
に
留
学
生
チ
ー
ム
が
あ
り
対
外

試
合
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
た
こ
と
や
、
中
国
大
陸
の
サ
ッ
カ
ー

発
展
に
尽
力
さ
れ
た
卒
業
生
が
大
勢
お
ら
れ
る
こ
と
を
紹
介
さ
れ

た
。同

窓
生
が
集
い
、
懐
か
し
い
話
に
花
を
咲
か
せ
る
だ
け
で
な
く
、

お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
感
謝
の
意
を
伝
え
、
と
も
に
喜
び
を
分

か
ち
合
う
有
意
義
な
ひ
と
と
き
で
あ
っ
た
。

記
念
誌⽝
あ
の
ひ
と
、あ
の
と
き

エ
ピ
ソ
ー
ド
で
綴
る
筑
波
大
学
蹴
球
部
の
120
年
⽞

年
⚓
回
発
行
す
る
会
報
の
リ
レ
ー
連
載
を
中
心
に
記
念
誌
を
ま

と
め
て
い
る
。

東
京
教
育
大
⚑
期
生
か
ら
筑
波
大
40
期
生
ま
で
、
各
期
⚑
名
が

当
時
の
思
い
出
を
綴
る
連
載
は
、
史
料
と
し
て
も
貴
重
で
あ
る
。

今
秋
発
刊
予
定
で
あ
る
。

蹴
球
部
120
年
の
あ
ゆ
み
は
、
そ
の
ま
ま
日
本
サ
ッ
カ
ー
あ
ゆ
み

で
あ
る
。

歴
史
を
学
び
、
先
人
か
ら
〝
志
〟
を
引
き
継
ぎ
、
次
の
世
代
に

伝
え
て
い
き
た
い
。

注
⑴

日
本
蹴
球
協
会
編
、⽝
日
本
サ
ッ
カ
ー
の
あ
ゆ
み
⽞、
⚑
⚙
⚗
⚔

年
、
講
談
社

注
⑵

⚑
⚙
⚐
⚔
(明
治
37
)年
⚖
月
⚘
日
の
校
友
会
評
議
員
会
に
て

⽛
ロ
ー
ン
テ
ニ
ス
部
を
庭
球
部
に
、フ
ー
ト
ボ
ー
ル
部
を
蹴
球
部
に
、

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
部
を
野
球
部
に
、
ボ
ー
ト
部
を
短
艇
部
に
改
む
る

こ
と
⽜が
議
決
さ
れ
、こ
の
と
き
か
ら⽛
蹴
球
部
⽜と
な
っ
た（⽝
校

友
会
誌

第
⚕
号
⽞（
⚑
⚙
⚐
⚔
年
⚗
月
10
日
発
行
）。

注
⑶

堀
桑
吉
の
回
想
よ
り
。⽝
東
京
教
育
大
学
サ
ッ
カ
ー
部
史
⽞
⚑
⚙

⚗
⚔
、
ｐ
18

注
⑷

多
和
健
雄
⽛
蹴
球
競
技
の
宗
家
⽜、⽝
茗
溪
サ
ッ
カ
ー
百
年
⽞
⚑

⚙
⚙
⚖
、
ｐ
67
～
72

15

⚒
⚐
⚑
⚖
年
⚗
月
10
日
、
祝
賀
会
に
は
約
160
名
が
集
ま
っ
た
。

2016年⚗月10日、祝賀会には約160名が集まった。
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阿
江

美
恵
子

青
木

謙
治

青
田

雅
樹

青
山

彦

青
山

和
義

赤
坂

収

赤
堀

正
宜

秋
本

俊
夫

淺
井

康
明

浅
野

克
己

浅
野

義
尋

浅
見

高
明

新
井

哲
夫

新
井

充
司

新
井

章
慶

安
蔵

復
也

池
川

敏
幸

池
嶋

聖
也

池
田

齊

石
井

勝

石
上

二
郎

石
上

裕

石
嶋

靜
一

石
田

廣
吉

石
田

正
次

石
浜

義
晴

石
原

麻
理
恵

板
持

頼
好

市
川

敏
美

市
村

一
司

出
井

善
次

伊
東

祐
孝

伊
藤

忠
一

伊
東

健
三

猪
野

清

今
井

努

岩
崎

正
子

岩
渕

房
夫

岩
村

雅
朗

岩
本

仁
志

上
原

孝

内
野

和
夫

江
口

好
晴

江
口

宏
一
郎

江
田

昌
佑

江
間

實

大
石

坦

大
石

進

大
岡

久
恵

大
木

都
起
子

大
木

銀
子

大
澤

秀
利

大
下

専
一

大
関

利
久

大
田

悦
三

太
田

秀

大
浜

あ
つ
子

大
藪

正
哉

大
山

嵩

大
山

康
彦

岡
崎

一
雄

岡
村

雅
彦

岡
村

勉

岡
村

奏

岡
本

彪

岡
本

卓
夫

荻
野

治
雄

奥
田

謙
一

奥
田

繁
雄

奥
山

訓
近

小
黒

美
智
子

小
田

潤

小
野

桂
市

折
笠

常
弘

恩
田

和
也

篭
島

充

梶
原

富
男

片
桐

武
夫

勝
田

茂

勝
又

宏

加
藤

昭

加
藤

君
雄

門
永

敏
樹

金
井

敏
明

金
井

律
男

金
本

晋
也

神
谷

和
行

河
合

学

川
合

英
之

川
口

千
代

川
崎

順
一
郎

川
島

克
之

川
田

孝
一

河
鍋

翯

河
野

大
輔

川
本

太
郎

川
本

崇
雄

岸
川

章
修

岸
本

弘
子

木
村

茂

木
村

清
志

日
下
部

公
昭

草
柳

茂

櫛
部

淨
義

熊
倉

正
司

隈
部

直
光

倉
持

守
三
郎

栗
林

幸
男

桑
原

洋

小
畔

東

小
池

一
郎

合
田

浩
之

鴻
巣

敏
之

神
戸

玲
子

古
賀

正
義

国
分

康
孝

小
坂

悦
夫

小
島

敏
昌

小
嶋

五
郎

児
玉

輝
之

後
藤

恒
顕

小
成

幸
男

小
林

浩
行

小
林

彗
歩

小
林

和
彦

小
林

久
子

小
林

良
一

小
林

千
洋

小
松

利
夫

小
松

昭
夫

小
山

弘
毅

小
山

浩

斎
藤

光
政

齋
藤

武
文

斉
藤

隆

西
丸

浩

三
枝

清
一

坂
田

信
久

相
楽

達

佐
々
木

敏
惠

佐
々
木

史
郎

佐
藤

功

佐
藤

悦
郎

佐
藤

泰
正

佐
藤

功

真
田

美
帆

佐
野

欣
之
介

重
永

忠
興

柴
田

昭
二

柴
田

恵
美
子

柴
山

尚
大

渋
沢

仁
司

島
谷

弘
幸

清
水

毅

下
山

寅
雄

庄
司

一
子

荘
司

隆
一

白
戸

秀

菅
野

秀
男

杉
江

つ
ま

杉
江

由
里

杉
本

正

助
川

泉

鈴
木

通
雄

鈴
木

誠
司

鈴
木

恕

鈴
木

善
弘

鈴
木

泰
全

鈴
木

祥
史

須
藤

健
児

諏
訪
部

吉
郎

瀬
田

な
み
江

大
学

俊
彦

田
井
村

明
博

高
井

高
盛

髙
垣

邦
雄

高
田

雅
博

高
野

だ
い
わ

髙
野

大
二
郎

高
橋

康
明

髙
橋

定
之

高
橋

誠

髙
松

信
英

瀧

弘
之

武
井

敏
男

竹
沢

豊

武
田

伸
一

武
田

吉
包

武
田

恵
子

竹
之
内

恒
男

竹
之
内

徳
博

竹
原

祐
彦

竹
松

杉
人

立
石

秀
樹

田
中

尚
夫

田
中

禮
三

田
中

敏
生

棚
田

一
裕

田
沼

睦

千
葉

泰
博

土
崎

祐
一
郎

土
屋

道
生

筒
井

豊
祐

粒
良

幸
三

土
井

進

富
山

順
治

仲

暎
子

永
石

二
郎

中
川

健
二

長
坂

晃

仲
沢

市
夫

永
澤

正
好

中
嶋

正
躬

中
島

光
廣

中
田

英
雄

永
田

遥

永
峰

薫

中
村

静
子

中
村

通
男

中
山

茂

中
山

貞
夫

中
山

家
久

鍋
井

邦
久

浪
越

信
夫

奈
良

昭
男

西
上

勝
博

西
野

虎
之
介

西
村

淳

西
村

伸
平

西
村

浩
宣

根
立

俊
樹

野
口

昌
三

野
口

道
子

野
々
宮

徹

野
々
村

博

信
澤

晃

野
村

良
和

萩
原

昌
明

長
谷
川

茂

花
本

明

花
吉

洋
一

羽
根
田

秀
実

林

建
生

原
田

隆
康

東

勇
介

土
方

多
美
枝

日
比
野

文
一

平
形

精
一

平
川

信
夫

平
根

健
夫

平
林

正
光

平
山

昇

廣
橋

義
敬

深
澤

整

深
澤

宏

福
井

哲
夫

福
島

博

福
田

正
義

福
田

禎
治

藤
井

英
嘉

藤
井

茂
男

藤
井

英
二
郎

藤
沢

謙
一
郎

藤
森

慎

藤
善

尚
憲

藤
原

章
司

布
施

牧
子

舟
崎

和
誠

布
留
川

厚

古
川

彦
次

古
屋

孝
徳

紅
屋

知
伸

保
坂

慶
蔵

星
野

敏
男

本
宮

健
次
郎

本
多

一
也

前
島

富
雄

前
田

嘉
昭

増
谷

ま
ゆ
み

増
原

光
彦

間
瀬

和
義

松
井

宏
樹

松
井

宏
道

松
川

重
明

松
下

健

松
下

一
弘

松
下

繁
雄

松
田

英
臣

松
村

明

丸
山

冨
三
男

三
浦

早
江
子

三
澤

義
一

水
口

浩

水
城

忠
明

溝
口

繁
美

三
井

清
司

三
船

新
次

宮
内

完
吾

宮
内

和
雄

三
宅

玲
子

宮
下

弘
子

宮
田

孝
雄

宮
本

み
ち
子

宮
本

義
久

武
藤

直
人

村
田

茂

村
田

直
樹

村
田

幹
雄

村
谷

匡
史

望
月

正

望
月

正
大

森

悠
大

森
清

寿
朗

森
田

信
義

森
永

滉

守
橋

健
二

森
本

義
信

屋
井

征
雄

矢
沢

要
輔

安
田

昭
子

谷
中

斉

薮
野

英
次

山
内

研
二

山
浦

巌

山
神

眞
一

山
岸

徳
治

山
口

忠
彦

山
口

松
太
郎

山
下

真
一

山
田

将
之

山
西

明

山
本

吉
夫

山
本

章
雄

横
山

勝
雄

横
山

正
行

吉
尾

健
太
郎

吉
澤

敏
武

吉
田

良
一

吉
田

正
之

米
川

敏
明

米
谷

元
捷

若
田
部

博
哉

渡
辺

建
夫

渡
邉

憲
章

渡
邉

浩
之

渡
辺

寿
夫

渡
辺

好
明

渡
辺

昌
一

渡
部

清
二

渡
辺

隆
明

渡
辺

知
幸

（
五
十
音
順
・敬

称
略
)
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会費完納会員の皆さまへ
平成28年10月15日

一般社団法人 茗 渓 会
理事長 江 田 昌 佑

平成28年度⽝茗渓フェロー⽞
ご協力のお願い

茗渓会が新法人としてさらに発展・進化していく
ために、東京教育大学等前身諸学校から筑波大学に
わたる多様な世代を結び、教育界だけでなく広く実
業界に活躍する卒業生との地域・職域をこえた連携
を強化することを目的として、⽛茗渓会拡充キャン
ペーン⽜を推進し、その一つとして会費完納会員を
対象とした⽛茗渓フェロー⽜を創設いたしましたと
ころ、平成27年には700人を超え、合計約300万円の
ご協力をいただきました。
誠にありがとうございました。
今年も、⚙月20日現在で411人の皆様からご協力
いただいております。
完納会員の皆さまには、35年間にわたり茗渓会へ
のご支援をいただき、これまで本会を支えていただ
きましたことは、誠に感謝に堪えません。
茗渓会は筑波大学や在学生、さらに新しい卒業生
に、一層の支援をすることは勿論ですが、本会の
老・壮・青の力を集めて大きく発展することを期し
ています。そのためにも、皆さまには平成28年度も
ご協力をお願い申し上げる次第でございます。

⽛茗渓フェロー⽜の募集要項
既に会費を完納した会員の皆さまに呼びかけて

⽛茗渓フェロー⽜として、皆さまからの寄付をしてい
ただき、今後の茗渓会の運営に寄与していただくこ
とを目的といたします。

⚑ 寄付金 ⚑口 2,000円／年間

⚒ 支払い方法 口数の選択 ⚑口以上
郵便局窓口またはATMから送金してくだ
さい。
会員番号は必ず記入してください。
(お送りした封筒の宛名に記載してある⚘
桁の番号）

⚓ 季刊誌⽝茗渓⽞誌上にお名前を掲載いたしま
す。

⚔ 納入口数に応じて、記念品を贈呈しておりま
す。

 

 













































































































































































季刊誌⽝茗渓⽞正月号に
誌上交流広告掲載ご協力のお願い
日頃から、茗渓会にご支援・ご協力いただきまし

た、ありがとうございます。
さて、季刊誌⽝茗渓⽞では、年⚒回、誌上を使っ

て、会員相互の交流を図るために交流広告を募集し
てまいりました。次号(1092号)では、⽛年頭の挨拶⽜
を交わす誌上交流を会員の皆さま全員にお願いして
掲載致したいと存じます。
下記の要領により、ふるって、ご応募くださいま

すようお願い致します。

記

掲載方法
季刊誌⽝茗渓⽞正月号（1092号）誌上
上段に⽛謹賀新年 平成29年 今年もよろしく

お願い致します⽜のタイトルを標記致します。

掲載対象
茗渓会等の代議員・理事・監事・各地域組織等

の代表者（会長・支部長・校長等）をはじめ、会
員の皆さまにお願いします。

掲載内容
地域組織の代表者名、個人名、連絡先、卒業年、

卒業学科、学類及びコメント(30字程度)
コメントは、例えば今年の抱負、総会等の主な

行事、サークルや同期会等のお知らせ等々を、全
国の仲間と交流して下さい。

掲載文の連絡方法
FAXまたはメール等で、本部事務局宛ご連絡

下さい。

掲載協力金
⚑件に付き10,000円をご協力下さい。
協力金は本部事務局までご送金下さい。

原稿等の締切り
平成28年11月25日(金)です。

連絡先
〒112-0012 東京都文京区大塚1-5-23

茗渓会 事務局長 髙野 力
TEL 03-3941-0136
FAX 03-3941-7674
E-mail info@meikei.or.jp

＊印刷業者からゲラが出てまいりましたら、お送り
して、確認していただきます。
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茗渓・東西南北

山
形
茗
渓
会
で
は
、
毎
年
、
総
会
の
開
催
を
大
き
な
事
業
と
し

て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
は
、
春
に
山
科
博
先
生
（
昭
四
十
一
・
教
大
東
史
）
が
、

秋
に
小
原
正
隆
先
生
（
昭
四
十
・
教
大
体
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
瑞
宝

小
綬
章
を
受
章
な
さ
れ
、
大
変
う
れ
し
い
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

十
一
月
二
十
九
日
(日
)に
、
山
形
市
の
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル
に
お

い
て
、
二
十
九
名
の
参
加
で
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
折
り
に
は
、

参
加
さ
れ
た
小
原
先
生
に
、
会
長
か
ら
花
束
を
贈
呈
し
、
会
員
み

ん
な
で
祝
福
し
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
平
成
二
十
六
年
度
事
業
報
告
、
会
計
報
告
及
び
平

成
二
十
七
年
度
の
執
行
体
制
と
事
業
計
画
、
予
算
案
が
審
議
さ
れ
、

い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
行
わ
れ
た
懇
親
会
は
、
小
原
先
生
の
受
章
祝
賀
会
も

兼
ね
た
形
に
な
り
、
例
年
、
会
の
終
わ
り
に
は
、
全
員
で
円
陣
を

組
ん
で
⽛
宣
揚
歌
⽜
を
声
高
ら
か
に
歌
い
、⽛
エ
ー
ル
⽜
で
締
め
く

く
る
の
が
常
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
と
き
は
小
原
先
生
に
も

⽛
エ
ー
ル
⽜
を
送
り
盛
況
の
う
ち
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
と
き
、
全
員
で
撮
影
し
た
写
真
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

全
体
で
の
総
会
の
他
に
、
庄
内
地
区
（
海
沿
い
の
地
区
）
や
最

上
地
区
（
内
陸
北
部
の
地
区
）
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
年
一
回
、

情
報
交
換
会
が
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
し
、
体
育
系
の
会
員
に
よ

る
会
も
毎
年
冬
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、
昨
年
度
も
三
十
名
近
い
人

数
で
、
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
い
ず
れ
の
会
も
参
加
者
の
減
少
と
固
定
化
が

見
ら
れ
ま
す
。
山
形
茗
渓
会
の
活
動
の
維
持
と
活
性
化
の
た
め
に

は
、
総
会
の
参
加
者
、
特
に
、
若
い
会
員
の
参
加
を
増
や
す
こ
と

が
喫
緊
の
課
題
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
で
き
れ
ば
本
会
の
活
動
状
況
を
報
告
す
る
た
め
の
⽛
山

形
茗
渓
会
だ
よ
り
(仮
称
）⽜
を
作
成
し
て
、
総
会
の
案
内
と
一
緒

に
送
付
す
る
な
ど
の
積
極
的
な
情
報
発
信
を
通
し
て
、
こ
れ
ら
の

課
題
に
対
応
す
る
な
ど
し
て
、
山
形
茗
渓
会
の
さ
ら
な
る
充
実
・

発
展
に
向
け
て
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

会
の
更
な
る
活
性
化
を

目
指
し
取
り
組
ん
で
い
ま
す

山
形
茗
渓
会
活
動
報
告

岡
山
支
部
事
務
局
長

黒
住
伸
吾
(岡
山
朝
日
高
校
)

今
夏
の
岡
山
支
部
総
会
は
、
中
国
高
校
総
体
の
関
係
で
⚙
月
24

日
(土
)の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
各
競
技
の
秋
季
大
会
等
と
重
な

り
、
現
役
教
員
の
参
加
が
少
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
し
た
が
、
赤

木
匠
先
輩
（
昭
和
46
年
修
士
法
卒
）
の
叙
勲
の
報
告
な
ど
も
あ
り
、

例
年
通
り
の
盛
会
と
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、⽛
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
よ
う
な
活
動
は
何
も
出
来

て
い
ま
せ
ん
の
で
。⽜
と
お
断
り
し
て
お
り
ま
し
た
⽛
東
西
南
北
⽜

の
原
稿
、
再
度
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
岡
山
支
部
の
活
動
と

は
少
し
離
れ
ま
す
が
、
中
国
高
校
総
体
に
あ
わ
せ
て
開
催
し
た

⽛
茗
渓
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
懇
親
会
in
山
口
⽜
の
紹
介
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

大
学
卒
業
(昭
和
56
卒
)⚕
年
目
か
ら
22
年
間
勤
務
し
た
玉
野
光

南
高
校
時
代
、
全
国
高
校
総
体
で
訪
れ
た
先
々
で
茗
渓
の
先
輩
方

が
、
事
前
合
宿
・
練
習
会
場
の
お
世
話
か
ら
激
励
会
ま
で
温
か
い

支
援
を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
懇
親
会
の
席
で
は
全
国
大
会
常
連

の
大
監
督
に
⽛
筑
波
の
⚔
期
生
で
す
。⽜
と
挨
拶
に
行
き
、
選
手
育

成
や
チ
ー
ム
作
り
の
ヒ
ン
ト
な
ど
た
く
さ
ん
の
教
え
も
受
け
ま
し

た
。
残
念
な
が
ら
応
え
る
だ
け
の
戦
績
は
残
せ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

新
設
校
・
駆
け
出
し
指
導
者
の
私
に
と
っ
て
、
先
輩
方
の
存
在
は

本
当
に
有
り
難
か
っ
た
で
す
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
Ｏ
Ｂ
会
中
国
支
部
長
を
仰
せ
つ
か
り
、
い
つ

か
は
恩
返
し
を
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
今
回
中
国
高
校
総
体
と

い
う
絶
好
の
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
前
年
度
開
催
地
大
阪
の

先
生
か
ら
案
内
・
準
備
等
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
お
聞
き
し
、
Ｏ
Ｂ
会
本

部
に
は
告
知
の
後
ろ
盾
を
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、
東
京
か
ら
Ｏ

Ｂ
会
長
、
筑
波
か
ら
男
子
監
督
、
各
県
代
表
チ
ー
ム
の
監
督
や
コ

ー
チ
合
わ
せ
て
25
名
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
⽛
茗
渓
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
部
懇
親
会
in
山
口
⽜
を
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
に
お
目
に
か
か
る
旧
知
の
先
生
方
や
初
め
て
の
若
い

方
々
と
の
懇
親
会
で
は
、
沢
山
の
元
気
を
い
た
だ
き
、
ま
さ
に
至

岡
山
茗
渓
会
活
動
報
告

茗
渓
・
東
西
南
北
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福
の
時
間
で
し
た
。

翌
日
、
大
会
会
場
で
観
戦
し
た
同
門
対
決
の
手
に
汗
握
る
熱
戦

も
、
母
校
勤
務
で
し
ば
ら
く
真
剣
勝
負
と
は
無
縁
の
私
に
と
っ
て

心
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
も
の
で
し
た
。

恩
返
し
を
と
の
思
い
と
は
裏
腹
に
、
今
回
の
開
催
に
際
し
て
も
、

参
加
い
た
だ
い
た
方
々
を
は
じ
め
、
多
く
の
茗
渓
関
係
者
の
お
力

を
借
り
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。⽛
茗
渓
万
歳
！
⽜
で
す
。

時
の
流
れ
は
本
当
に
早
い
も
の
で
、
現
役
時
代
か
ら
そ
の
背
中

を
追
っ
て
き
た
筑
波
大
⚑
期
生
の
先
輩
方
が
今
春
教
育
現
場
を
卒

業
さ
れ
ま
し
た
。
東
京
教
育
大
か
ら
筑
波
大
、
上
手
く
バ
ト
ン
が

繋
げ
て
い
る
か
ど
う
か
は
別
に
し
て
、⽛
茗
渓
の
絆
⽜
は
こ
れ
か
ら

も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
活
躍
、
茗
渓
会

の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

毎
年
定
例
の
鹿
児
島
支
部
総
会
・
講
演
会
及
び
懇
親
会
を
、
平

成
28
年
⚗
月
⚙
日
(土
)ホ
テ
ル
パ
レ
ス
イ
ン
鹿
児
島
に
お
い
て
29

名
の
参
加
に
よ
り
開
催
し
た
。
女
性
や
初
め
て
の
参
加
者
が
、
例

年
に
比
べ
る
と
多
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。

会
員
に
よ
る
今
年
度
の
講
演
会
は
、
鹿
児
島
大
学
教
授
池
川
直

氏
に
よ
る
⽛
西
郷
隆
盛
、
愛
加
那
木
彫
像
制
作
に
つ
い
て
⽜
と
い

う
演
題
で
行
わ
れ
、
質
疑
応
答
も
盛
ん
で
あ
っ
た
。

懇
親
会
の
方
は
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
自
己
紹
介
・
近
況

報
告
及
び
懇
談
、
最
後
に
全
員
に
よ
る
宣
揚
歌
斉
唱
と
万
歳
三
唱

で
会
を
終
了
し
た
。

（
鹿
児
島
茗
渓
会

事
務
局
)

鹿
児
島
茗
渓
会
活
動
報
告

著 書 紹 介


夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
六
ヶ
国
語
辞
典
①
～
⑤

著

者
：
本
多
英
男
（
28
年
教
大
体
育
）

本
の
大
き
さ
：
Ａ
⚕
版

二
、四
〇
〇
～
三
、〇
〇
〇
円

出

版

社
：
三
恵
社

冬
季
（
長
野
）
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
四
ヶ
国
語
辞
典
を
始
め
、

サ
ッ
カ
ー
七
ヶ
国
語
辞
典
、
体
操
競
技
六
ヶ
国
語
辞
典
を

編
集
さ
れ
、
今
度
は
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
六
ヶ
国
語
辞
典

を
編
集
さ
れ
ま
し
た
。
丁
度
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
終
り
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
始
動
し
始
め
ま
し
た
。
二
〇

一
五
年
八
月
に
出
版
さ
れ
ま
し
た
が
、
各
新
聞
が
興
味
を

持
っ
て
取
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
英
語
は
わ
か
る
が
フ

ラ
ン
ス
語
、
ロ
シ
ア
語
と
な
る
と
中
々
手
を
伸
ば
す
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
し
て
ス
ポ
ー
ツ
専
門
語
と
な
る
と
な

お
さ
ら
大
変
で
あ
る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
組
織
委
員
会
の

方
々
や
通
訳
の
み
な
さ
ん
、
体
育
の
先
生
方
の
参
考
に
な

れ
ば
幸
甚
に
思
い
ま
す
。

入
手
方
法
：
特
定
書
店
（
ジ
ュ
ン
ク
堂
）、
ア
マ
ゾ
ン

田
中
正
造
（
36
年
教
大
体
育
)

著
書
紹
介
の
掲
載
に
つ
い
て

季
刊
誌
⽛
茗
渓
⽜
に
は
、
茗
渓
会
員
の
皆
さ
ま
の
著

書
を
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。
先
輩
・
後
輩
・
友
人
な
ど

の
著
書
を
、
25
字
×
18
行
程
度
の
紹
介
文
に
し
て
茗
渓

会
事
務
局
へ
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
書
名
、
著
者
お
よ
び
ご
本
人
の
卒
業
年
度
、

学
部
・
学
科
︿
学
群
・
学
類
﹀、
本
の
大
き
さ
、
ペ
ー
ジ

数
、
価
格
、
発
行
所
等
を
付
記
し
て
下
さ
い
。

送
っ
て
い
た
だ
い
た
原
稿
は
、
掲
載
検
討
会
議
で
諮

っ
た
う
え
、
で
き
る
だ
け
多
く
紹
介
し
よ
う
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
紹
介
し
た
本
を
永
く
保
存
す
る

た
め
、
事
務
局
に
一
冊
ご
寄
贈
く
だ
さ
る
よ
う
に
お
願

い
致
し
ま
す
。





















































リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
･パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

壮
行
会
を
開
催

⚗
月
13
日
㈬
、
大
学
会
館
ホ
ー
ル
に
お

い
て
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
す
る
本
学

関
係
者
の
壮
行
会
を
開
催
し
、
出
場
選
手

22
名
の
う
ち
⚖
名
と
役
員
等
と
し
て
派
遣

さ
れ
る
本
学
関
係
者
⚓
名
が
出
席
し
ま
し

た
。会

場
に
は
、
学
生
や
教
職
員
、
一
般
来

場
者
の
ほ
か
、
つ
く
ば
市
立
春
日
学
園
⚗

年
生
約
160
名
、
あ
わ
せ
て
450
名
が
激
励
に

訪
れ
ま
し
た
。

本
学
体
育
系
の
山
口
香
准
教
授
（
ソ
ウ

ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
）
の
司
会
進
行
の
も
と
、
応
援

部
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
熱
気
あ
ふ
れ
る
演
舞
で
幕
を
開
け
、
永
田
恭

介
学
長
か
ら
⽛
ま
ず
は
自
分
の
た
め
、
チ
ー
ム
の
た
め
、
そ
し
て

大
学
、
日
本
の
た
め
に
克
っ
て
ほ
し
い
⽜
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。
続
い
て
市
原
健
一
つ
く
ば
市
長
や
真
田
久
体
育
専
門
学
群
長

か
ら
激
励
の
言
葉
が
送
ら
れ
る
と
、
選
手
達
か
ら
は
、
リ
オ
デ
ジ

ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
力
強
い

抱
負
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

お
茶
の
水
大
学
と
本
学
間
連
携
協
定
を
締
結

本
学
は
、
国
立
大
学
法
人
お

茶
の
水
女
子
大
学
と
の
大
学
間

連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

両
大
学
と
も
に
師
範
学
校
を
創

基
と
す
る
大
学
で
あ
り
、
歴
史

的
背
景
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、

幼
児
教
育
か
ら
大
学
院
教
育
ま

で
全
て
の
世
代
の
教
育
を
シ
ー

ム
レ
ス
に
つ
な
ぎ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
資
源
・
強
み
を
活
か
し
、
協

働
し
て
人
材
育
成
を
図
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
附
属
学
校
教
育
を
含
め

た
特
色
あ
る
新
た
な
教
育
連
携
へ
の
発
展
を
目
指
し
た
も
の
で
す
。

本
連
携
協
定
の
締
結
に
よ
り
、
本
学
が
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル

大
学
創
成
事
業
で
進
め
て
い
る
国
内
外
の
大
学
と
の
キ
ャ
ン
パ
ス

機
能
の
共
有
化
、
及
び
教
育
研
究
の
ト
ラ
ン
ス
ボ
ー
ダ
ー
化
に
繋

が
る
も
の
と
し
て
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

一
誠
商
事
＆
筑
波
大
学
附
属
病
院
キ
ッ
ズ
ハ
ウ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
遠
方
か
ら
来
院
す
る
陽
子
線
治
療
を

必
要
と
す
る
小
児
が
ん
患
者
さ
ん
と
、

そ
の
ご
家
族
に
病
院
近
隣
の
ア
パ
ー

ト
を
低
価
格
で
提
供
し
、
小
児
が
ん

と
闘
う
子
ど
も
た
ち
を
応
援
す
る
も

の
で
す
。

現
在
、
国
内
で
稼
動
し
て
い
る
11

の
陽
子
線
治
療
施
設
の
ほ
と
ん
ど
で

小
児
科
が
併
設
さ
れ
て
お
ら
ず
、
患

児
の
多
く
が
小
児
が
ん
医
療
体
制
が

整
っ
て
い
る
本
学
附
属
病
院
で
の
治

療
を
求
め
て
い
ま
す
。
⚑
⚙
⚘
⚓
年

以
降
、
全
国
か
ら
陽
子
線
治
療
が
必

要
な
小
児
が
ん
の
患
者
さ
ん
273
名
を

受
入
れ
、
保
険
診
療
と
な
っ
た
今
年

度
は
、
100
名
以
上
の
受
入
れ
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

夏
休
み
自
由
研
究
お
助
け
隊
2
0
1
6
を
実
施

⚗
月
30
日
㈯
、
31
日
㈰
の
両
日
に
中
学
生
を
対
象
と
し
た
⽛
筑

波
大
学
夏
休
み
自
由
研
究
お
助
け
隊
⚒
⚐
⚑
⚖
⽜
を
実
施
し
ま
し

た
。
今
回
は
、
つ
く
ば
市
、
土
浦
市
及
び
取
手
市
な
ど
県
内
各
地

の
中
学
校
と
千
葉
県
や
東
京
都
な
ど
県
外
か
ら
、
⚒
日
間
で
延
べ

80
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、⽛
難
し
い
こ
と
も
分
か

り
や
す
く
説
明
し
て
下
さ
っ
た
の
で
と
て
も
楽
し
か
っ
た
⽜、⽛
自

分
が
疑
問
に
思
っ
て
い
た
こ
と
が
解
決
で
き
て
す
っ
き
り
し
た
⽜、

⽛
普
段
は
で
き
な
い
よ
う
な
い
ろ
ん
な
こ
と
を
体
験
さ
せ
て
も
ら

え
た
⽜、⽛
将
来
筑
波
大
学
に
来
ら
れ
た
ら
い
い
な
⽜、⽛
ま
た
来
年

も
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
い
ろ
ん
な
人
を
助
け
て
欲
し
い
⽜

な
ど
大
変
好
評
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
運
営
方
法
を
よ
り
よ
く
工
夫
す
る
と
と
も
に
、
テ
ー

マ
や
内
容
の
さ
ら
な
る
充
実
を
目
指
し
て
、
来
年
度
以
降
も
引
き

続
き
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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筑
波
大
学
は
い
ま

筑
波
大
学
は
い
ま

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
･パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

壮
行
会
を
開
催

夏
休
み
自
由
研
究
お
助
け
隊
⚒
⚐
⚑
⚖
を
実
施

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
音
楽
の
祭
典

⽛
Ｉ
Ｎ
Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｄ
Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ

⚒
⚐
⚑
⚖
⽜
を
開
催
！

リュブリャーナ大学学長一行とスロベニア共和国
駐日大使との集合写真

応援部WINSの演舞で壮行会の
幕開けです

壮行会の最後には，参加者全員で
肩を組み、⽛宣揚歌（桐の葉）⽜を
歌って締めくくりました

永田恭介学長と室伏きみ子
お茶の水女子大学学長

プロジェクト始動を記念して

⽛マウス（ハツカネズミ）の発生について学んでみよう⽜⽛医学系大学
の実習を体験してみよう⽜⽛Arduinoを使ってプログラムしてみよう⽜
など13のテーマについて、参加した中学生のみなさんは、技術職員か
ら実験方法や装置の作り方などのアドバイスを受け、熱心に観察や実
験に取り組みました。



国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
(Ｉ
Ｂ
)認
定
校
へ

平
成
29
年
度
の
ス
タ
ー
ト
を
目
指
し
て
準
備
を
進
め

て
き
ま
し
た
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
の
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
Ｄ
Ｐ
）
の
認
定
を
、
⚗
月
20
日
付
け
で
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
世
界
⚔
千
校

以
上
あ
る
Ｉ
Ｂ
ワ
ー
ル
ド
ス
ク
ー
ル
に
加
わ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
国
内
の
普
通
の
高
校
（
一
条
校
）
で
は

14
校
目
、
日
本
語
科
目
も
実
施
す
る
学
校
と
し
て
は
⚕

校
目
、
茨
城
県
で
は
初
の
認
定
で
す
。
⚘
月
⚘
日
に
は
、

中
川
理
事
長
、
田
代
校
長
が
茨
城
県
庁
を
訪
れ
、
山
口
副
知
事
に

認
定
の
報
告
を
行
い
、
記
者
会
見
を
行
い
ま
し
た
。

Ｉ
Ｂ
機
構
は
ス
イ
ス
に
本
部
の
あ
る
国
際
教
育
組
織
で
、
そ
の

Ｄ
Ｐ
科
目
を
受
講
し
卒
業
認
定
を
受
け
る
と
、
成
績
次
第
で
世
界

中
の
⚒
万
校
以
上
の
大
学
に
進
学
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
茗
溪
学
園
で
は
、
一
部
の
科
目
を
日
本
語
で
実
施
す
る
日
本

語
デ
ュ
ア
ル
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
を
実
施
し
ま
す
。
平
成

29
年
度
の
高
校
進
学
希
望
者
（
本
校
中
学
か
ら
の
内
部
進
学
者
と

外
部
か
ら
の
高
校
入
学
希
望
者
）
を
対
象
に
、
25
名
を
定
員
と
し

て
募
集
し
、
高
校
⚑
年
次
は
通
常
ク
ラ
ス
に
混
ざ
っ
て
必
履
修
科

目
を
履
修
し
、
一
部
Ｉ
Ｂ
Ｄ
Ｐ
の
準
備
と
な
る
授
業
も
受
講
し
ま

す
。
高
校
⚒
年
次
・
⚓
年
次
は
別
ク
ラ
ス
と
な
り
、
Ｄ
Ｐ
科
目
と

一
部
日
本
の
高
校
必
履
修
科
目
を

学
習
し
ま
す
。
デ
ィ
プ
ロ
マ
（
Ｉ

Ｂ
の
卒
業
資
格
）
と
日
本
の
高
校

卒
業
資
格
両
方
の
取
得
を
目
指
し

ま
す
。
可
能
な
限
り
、
茗
溪
学
園

高
校
の
行
事
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も

参
加
し
、⽛
茗
溪
生
⽜
と
し
て
の
Ｉ

Ｂ
Ｄ
Ｐ
生
を
育
て
ま
す
（
開
設
科

目
は
、
表
の
と
お
り
）。

Ｉ
Ｂ
一
期
生
と
な
る
来
年
度
入

学
生
の
選
抜
は
、
内
部
進
学
生
で

は
中
学
時
の
評
定
が
基
準
値
以
上

で
英
語
と
面
接
試
験
を
行
い
ま
す
（
10
月
実
施
予
定
）。
外
部
か
ら

の
受
験
者
は
、
右
下
表
の
と
お
り
で
す
。

Ｉ
Ｂ
生
徒
は
英
語
と
日
本
語
の
両
方
の
科
目
を
受
講
す
る
こ
と

に
な
る
た
め
、
英
語
も
日
本
語
も
高
い
運
用
能
力
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
数
学
が
必
修
で
あ
る
た
め
、
将
来
文
科
系
を
希
望

す
る
生
徒
で
あ
っ
て
も
数
学
に
取
り
組
め
る
学
力
が
必
要
で
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
、⽛
英
語
だ
け
で
行
う
Ｉ
Ｂ
Ｄ
Ｐ
⽜
と
は
異
な
り
、

英
数
国
ど
れ
に
も
一
定
以
上
の
力
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
逆
に
見

れ
ば
、
こ
れ
ま
で
国
内
に
は
⽛
英
語
だ
け
で
行
う
Ｉ
Ｂ
Ｄ
Ｐ
校
⽜

し
か
無
か
っ
た
た
め
、
帰
国
生
な
ど
の
よ
う
に
高
い
英
語
力
を
持

つ
生
徒
だ
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
っ
た
も
の

が
、
海
外
経
験
が
無
い
生
徒
で
も
英
数
国

に
頑
張
っ
て
い
る
生
徒
で
あ
れ
ば
、
海
外

の
優
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
体
験
し
、
海

外
へ
の
進
学
も
選
択
肢
に
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

先
行
す
る
実
践
例
が
ほ
と
ん
ど
な
い
中
、

英
語
Ｄ
Ｐ
と
日
本
語
Ｄ
Ｐ
の
融
合
や
通
常

課
程
を
実
施
し
な
が
ら
Ｉ
Ｂ
Ｄ
Ｐ
課
程
も

同
時
に
運
営
し
て
い
く
と
い
う
非
常
に
困

難
な
課
題
に
挑
戦
し
ま
す
。
茗
溪
学
園
の

レ
ゾ
ン
デ
ー
ト
ル
と
も
言
え
る
新
し
い
教

育
実
践
へ
、
教
育
実
験
校
の
役
割
を
果
た

す
べ
く
、覚
悟
を
持
っ
て
臨
ん
で
い
き
ま
す
。

施
設
拡
充
・
改
善
工
事
進
む

新
棟
建
設
・
駐
車
場
整
備
・
ト
イ
レ
改
修

Ｉ
Ｂ
課
程
の
新
設
や
少
人
数
授
業
ク
ラ
ス
を
よ
り
増
や
す
こ
と

か
ら
必
要
教
室
数
が
増
加
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
よ
り
よ
い
教
育

展
開
の
た
め
、
新
棟
を
建
設
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
高
校
校
舎

に
隣
接
す
る
位
置
に
建
て
る
計
画
で
す
。
⚗
月
に
工
事
が
始
ま
り
、

来
年
⚓
月
に
完
成
の
予
定
で
す
。
こ
の
新
棟
建
設
に
先
立
っ
て
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
移
設
し
、
校
舎
南
側
の
駐
車
場
も
広
げ
る
整
備

工
事
を
行
い
ま
し
た
。
完
成
す
れ
ば
、
教
室
数
ば
か
り
で
な
く
駐

車
場
な
ど
の
問
題
も
改
善
さ
れ
ま

す
。ま

た
、
昨
年
度
よ
り
進
め
て
き

た
ト
イ
レ
改
修
で
す
が
、
今
年
度

は
中
学
棟
が
装
い
も
新
た
に
生
ま

れ
変
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
で
高
校

棟
・
中
学
棟
共
に
改
修
が
終
了
し

ま
し
た
。
創
立
か
ら
38
年
が
経
ち
、

改
修
を
必
要
と
す
る
と
こ
ろ
が
リ

ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。
優

先
順
位
を
つ
け
て
毎
年
計
画
的
に

整
備
し
て
い
く
予
定
で
す
。
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茗
溪
学
園
だ
よ
り

部活動など結果報告(⚗～⚘月）
【全国大会、インターハイ】
◎高校ラグビー部：第⚓回全国高等学校⚗
人制大会結果プレート部ベスト⚘、日中
韓ジュニア交流会（中国・寧波市開催）
にU17ラグビー日本代表として⚑名出場

◎中学ラグビー部：全国ジュニアラグビー
大会茨城選抜として出場（12月大阪開催、
⚗月に行われた関東地区予選で優勝）

◎高校バドミントン部：インターハイ・ダ
ブルス結果⚒回戦敗退

◎水泳：高飛び込み：インターハイ結果飛
び板飛び込み18位高飛び込み17位

◎中学ダンス部：日本中学ダンス選手権全
国決勝大会出場

◎中学剣道部(女)：全国大会出場（県大会
優勝）

◎科学部無線工学班：全国ARDF大会団体
⚓位、同大会中学の部団体⚒位、個人女
子で優勝、世界大会（⚙月ブルガリア開
催）に高校生⚒名出場

【関東大会・中学】（出場部活）
バドミントン部(男女)、器械体操部（男女）、
剣道部（男女）
※県民総合体育大会・中学校大会総合成績で
女子は⚓年連続で総合優勝、男子は総合⚓
位となりました。

山口副知事を囲んで(県庁表敬訪問)

新しくなった中学棟トイレ(手洗い台と鏡に映った便器)

【IBDP開設科目】(予定）（日本語表記
は日本語で、英語表記は英語で開講）
Group 1 (言語と文学)：日本語Ａ文学
Group 2 (言語の習得)：English B
Group 3 (個人と社会)：歴史、Environ -

mental Systems and Societies
Group 4 (理科)：物理、生物、Environ -

mental Systems and Societies
Group 5 (数学)：数学
Group 6 (芸術他)：Film、化学
課題論文、⽛知の理論⽜、⽛創造性・活動・
奉仕⽜⚓つのコア科目も日本語開講

【IB課程試験日など】(外部受験者）
①海外特別選抜 期日：11月19日(土)
会場：上海、香港、シンガポール、バ

ンコク、ロンドン、シカゴの海
外⚖都市

②高校一般入試 期日：⚑月28日(土)
会場：茗溪学園（つくば市）
試験科目：国語、数学、英語＋面接
(詳しくは、本校入試担当まで）
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⿆東京教育大学 軽音楽サークルOB会 発起人会
と き 平成28年⚒月27日(土)
ところ 渋谷⽛麗卿⽜
真山勇一参議院議員(Ｓ43独文)の遊説に出会った井筒さん(Ｓ43
心理)から連絡網が広がり、川上・島野(Ｓ44)・伊藤・横山(Ｓ45)・
沢井・大原・高野が発起人になり、軽音・フォークの当時の仲間に
呼びかけ集まりを持つことにした。 (文責：川上雄作 Ｓ45農化)

⿆昭和42年入学心理学科クラス会
と き 平成28年⚔月⚓日(日)
ところ 東京駅前丸ビル筑紫楼
入学34名中卒業33名で31名の方と連絡が取れ、16名の方々が集ま
りました。担任の高野先生にもお声がけさせていただきましたが、
お祝いごとと重なってしまい残念でした。男性⚖名、女性10名と入
学以来相変わらず女性パワーが優勢なクラスです。会食終了後皇居
前を散策し、次回の会合を約してお別れしました。

⿆38同期会（東京教育大学体育学部昭和38年入学同期会）
と き 平成28年⚕月31日(火)
ところ シーサイドホテル舞子ビラ神戸
この会は昭和61年に始まり、平成16年からは⚒年毎の開催となり

今年は10回目の同期会となりました。卒業（昭和38年⚓月）後50周
年の記念同窓会を併せて節目を祝い、明石海峡大橋を目の前に同伴
者を含め41名の参加を得ての開催となりました。皆ともどもに⽛幡
ヶ谷の学部時代⽜に思いをいたしながらの和みの惜春の会を持つこ
とができ、これからは老いを自覚し、生き方上手に長命健康で社会
に貢献できれば…との願いのもとに散会しました。

写真・文責 萩原健児

桐の葉のつどい 同期入学､または同行のみなさんの集まりを紹介したものです｡

⿆東京教育大学農学部生物化学工学科昭和43年入学
と き 平成28年⚖月⚔日(土)
ところ 町田⽛南国酒家⽜
48年前、入学してまもなく大学紛争の波にもまれ、スト・バリケ

ード封鎖・ロックアウトと大揺れの一年間でした。従って卒業時期
は、⽛⚔年以上⽜が共通認識。気がつけば、他大学卒の仲間も居ます。
⚗年前に初めて⚘名で実施してから、今回は10名になりました。齢
を重ねる中、入学時28名の人数にどこまで近づけるかが楽しみです。
（写真）左から
松田 伊藤 須賀 関口 冨山 山田 細谷 村山 大村 濱口

（写真：松田修二 記：細谷俊一)

⿆東京教育大学法律政治学科昭和37年入学同期会
と き 平成28年⚕月30日(月)
ところ 茗渓会館内⽛嘉ノ雅茗渓館⽜
⽛久しぶりに母校の近くで…⽜と、⽛まだ現役で昼は…⽜という方
もいましたが、昼食を兼ねて集まりました。地方からも来てくれて。
先ずキャンパス周辺を散策、⽛半世紀ぶり！⽜なんていう声も聞かれ
て。占春園は昔と変わらず当時を思い出すのに格好でした。⽛嘉

か

ノ
の

雅
び

茗渓館⽜は、感じ良く料理も好評、ちょっとした会合にも使えそ
うでした。 (文責 渡辺 貢)

⽛桐の葉のつどい⽜の掲載について
以下の要領で写真と原稿をお寄せ下さい。

（写真） フィルムカメラ、デジタルカメラのいずれで
撮影したものでも結構です。紙焼きでも、デジ
タルカメラの場合はデータをメールでお寄せい
ただいても結構です。

（文章） グループの名称、お集まりになった⽛とき⽜
⽛ところ⽜を別項にして、必ずお書き下さい。会
の模様を紹介する文章は31字×⚕行以内でお願
い致します。



桐の葉のつどい 同期入学､または同行のみなさんの集まりを紹介したものです｡

⿆東京教育大学農学部林学科昭和36年卒業生⽛三六会⽜
と き 平成28年⚖月12日(日)
ところ 渋谷⽛くじらや⽜
昔なつかしい渋谷⽛くじらや⽜で15名参加のもと開催。貴重
な⽛くじら⽜料理を食べながら、渋谷の街の変遷に驚き、年を
重ねた事を改めて感じました。再開を約して会散しました。

（幹事 田村正義)

⿆昭和42年入学茶道部同期会
と き 平成28年⚗月15日(金)
ところ 高輪和彊館
同期11名中10名の方々と連絡が取れ⚑次会に⚘名、二次会に⚑名参加

で⚙名の方々に集まっていただきました。茶室のある施設でお茶を飲ん
でから会食とお茶の世界では順序逆転となりました。45年ぶりに茶筅を
振った方もおられ楽しい会合になりました。次回は他学年の方と合同で
という案も出てまいりました。ご希望の方連絡ください。

連絡先 鶴間満生 埼玉県鴻巣市本町7-1-24 048-541-0005
mõtsuru@f6õdionõneõjp

⿆言語学科ミニOB会（東京教育大学昭和34～36年卒）
と き 平成28年⚖月27日(月)～28日(火)
ところ 住庄ホテル（日本橋小舟町）
今年は首都圏近郊で開かれる言語学科ミニOB会の⚔年目で、⚙名の参加

だった。昭和34年卒⚔名、同35年卒⚓名、同36年卒⚒名という編成だったが、
中には卒業後初めて57年ぶりの再会となる顔合わせもあって回顧談に花が
咲いた。日程は⚖月27日(月)～28日(火)の⚑泊⚒日、会場は日本橋小舟町
の住庄ホテル。来年は可能ならば新潟での開催を検討する。

（岩佐晴夫 35年卒 記)

⿆東京教育大学体育学部
昭和51年卒業生
⽛第⚒回同窓会⽜
と き 平成28年⚗月31日(日)
ところ あべのハルカス：

マリオット都ホテル
⚒年前に東京で約束した⽛第⚒回
同窓会⽜を、日本一高いビル⽛あべ
のハルカス⽜で開催しました。北は
青森、南は福岡より40名が参集し、
思い出話、セカンドライフ話などで
盛り上がり、約⚕時間にわたる⽛大
宴会⽜となりました。
次回は⚓年後東京で開催するこ
とを決定し⽛お開き⽜となりました。

（実行委員長：北 克則)

⿆東京教育大学体育学部 昭和51年卒業生⽛第⚒回同窓会⽜
と き 平成28年⚗月31日(日)
ところ あべのハルカス：マリオット都ホテル
⚒年前に東京で約束した⽛第⚒回同窓会⽜を、日本一高いビル⽛あべのハルカス⽜で開催しました。北は青森、南は福岡より40名が参集し、
思い出話、セカンドライフ話などで盛り上がり、約⚕時間にわたる⽛大宴会⽜となりました。
次回は⚓年後東京で開催することを決定し⽛お開き⽜となりました。 （実行委員長：北 克則)
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茗渓会担当：上席執行役員人事部長　岡本　俊一

（学校法人 茗溪学園理事）

        安全に、快適に、正確に 

����������社 
         取締役社長 塚本 一也 

（平成 3 年環境科学研究科修了） 
☆２４時間営業 
☆お迎え料金無料 
☆カード利用 OK! 
☆貸切バス事業者より 

安全性評価認定(★★★)されました 
 
 
会社写真挿入 
 
 
 
 
〒300-3261 茨城県つくば市花畑 3 丁目 19-4 

      029-864-0301 
      029-864-4727 

     �����������������-���������� 

フリーダイヤル 0120-000-302 
各営業所に通じます 

 

ＦＡＸ 

ＴＥＬ 

メールアドレス  



追 悼 録 (敬称略) 逝去会員氏名・卒年科・逝去年月日・
遺族住所・氏名

辰野 千壽 筑波大学名誉教授 28・1・20
〒176-0012 練馬区豊玉北4-29-7 妻 辰野 貞
山口 久雄 13文二 28・6・14
〒939-0287 射水市赤井60-4 娘 山口久美子
西澤 秀正 14文図講習所 28・5・22
〒355-0031 東松山市五領町10-1 妻 西澤 康子
池田 喜助 17臨数 28・7・13
〒923-0965 小松市串町21-1 孫 池田 憲昭
宮口 春雄 18大教 28・6・7
〒960-8141 福島市渡利字中角11-1 妻 宮口 文枝
玉木 天酬 20文五 28・6・25
〒664-0855 伊丹市御願塚3-11-5 長女 林 ゆかり
粟野 正男 20体専 28・5・9
〒010-0833 秋田市旭川新藤田東町4-11 兄 粟野 馨
長谷川節三 23大漢 28・8・15
〒175-0084 板橋区四葉1-4-12 長男 長谷川克行
北島 康令 23体 28・6・17
〒814-0144 福岡市城南区梅林5-27-3 妻 北島ソデノ
高橋 浩一 24大物 28・7・16
〒176-0024 練馬区中村3-38-10 妻 高橋 好子
尾科 重 24理二 28・4・20
〒243-0813 厚木市妻田東2-15-16-102 長女 柏木寿美子
根本 義弘 24体 28・5・27
〒313-0004 常陸太田市馬場町663 長男 根本 聡
田中丈比古 26理一 28・5・4
〒805-0022 北九州市八幡東区竹下町8-7 妻 田中ナツノ
野崎 鐡雄 27農教 28・8・2
〒953-0042 新潟市西蒲区赤鏥308-1 妻 野崎美代子
中村 威 28大国史 28・1・29
〒300-0034 土浦市港町3-30-23-225 長男 中村 聡

今川 康孝 28教大動 28・7・22
〒350-1109 川越市霞ヶ関北3-6-2 妻 今川紀美子
長谷川芳男 30教大哲 26・9・23
〒170-0003 豊島区駒込3-20-12-902 妻 長谷川嘉江
中田 保 32教大英 28・3・27
〒185-0031 国分寺市富士本3-18-8 妻 中田有智子
髙橋 俊司 32教大農経 27・10・26
〒187-0004 小平市天神町1-350-1 妻 髙橋 淑子
倉持守三郎 32教大体 28・4・11
〒330-0071 さいたま市浦和区上木崎3-10-1 妻 倉持 廣子
小田 潤 33教大倫 28・6・22
〒300-0874 土浦市荒川沖西2-1-1-503 妻 小田 治代
上平 慶治 34教大東史 28・7・10
〒386-0002 上田市住吉281-13 妻 上平 友子
山本 直彦 36教大日史 28・4・6
〒289-0611 香取郡東庄町新宿663-3 妻 山本 悦子
佐藤志津子 36教大健 28・6・22
〒167-0052 杉並区南荻窪3-4-7 次男 佐藤 公之
高尾 忠一 39教大健 28・3・3
〒466-0815 名古屋市昭和区山手通5-35-1 妻 高尾 典子
高橋 圭三 41研 27・9・8
〒185-0031 国分寺市富士本2-29-35 長男 高橋 道生
早坂 功 42教大工芸 27・11・2
〒990-0014 山形市滑川2047-115 妻 早坂 牧子
木村 清志 44教大地 28・6・6
〒399-3103 下伊那郡高森町下市田4035 妻 木村 静江
宮本 和弘 04筑修理 27・12・24
〒300-1152 稲敷郡阿見町荒川本郷1277-3 父 宮本 弘之
酒井 夕子 09筑三社工 28・7・1
〒434-0012 浜松市浜北区中瀬171-1 父 酒井 満智



ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

東
京
教
育
大
学
理
学
部
数
学
科
（
昭
和
34
年
卒
）
の
三
四
会
の

皆
様
か
ら
、
⚗
月
28
日
に
⚕
⚖
、⚘
⚓
⚘
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ご
意
向
に
従
っ
て
、
茗
渓
会
の
事
業
に
有
効
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

⽛
筑
波
大
学
新
聞
⽜
10
月
号
を
同
封
し
ま
す

昨
年
に
続
き
⽛
筑
波
大
学
新
聞
⽜
10
月
号
を
同
封
し
ま
す
。
筑

波
大
学
の
様
子
が
詳
し
く
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
お
読
み
下

さ
い
。

公
益
財
団
法
人

柴
田
育
英
会
だ
よ
り

茗
渓
会
元
理
事
長
の
柴
田
周
吉
氏
が
設
立
し
た
柴
田
育
英
会
の

⽛
奨
学
生
懇
談
育
成
会
⽜
が
、
10
月
⚒
日
(日
)奨
学
生
⚗
名
、
奨
学

生
Ｏ
Ｂ
⚕
名
、
役
員
13
名
の
参
加
を
も
っ
て
、
茗
渓
会
館
内
⽛
嘉

ノ
雅
茗
渓
館
⽜
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

訂

正
前
号
（
平
成
28
年
夏
号
）
で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し

て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

Ｐ
26

春
の
瑞
宝
小
綬
賞
ご
氏
名
（
敬
称
略
）

（
正
）
芝
崎

茂
夫

（
誤
）
柴
崎

茂
夫

追

記
Ｐ
26

春
の
瑞
宝
小
綬
賞
ご
氏
名
（
敬
称
略
）

奥
井

保
正

43
教
大
心
理
（
千

葉
）

中
山

慶
一

43
教
大
数
学
（
富

山
）

岩
見

恒
典

35
教
大
健

（
愛

知
）

25

平
成
28
年
10
月
15
日
発
行

発
行

一
般
社
団
法
人

茗

渓

会

茗
渓
会
事
務
局
・
大
塚
事
務
所

112
-0012
東
京
都
文
京
区
大
塚
一
-五
-二
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
-三
九
四
一
-〇
一
三
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
-三
九
四
一
-七
六
七
四

E-m
ail
info@
m
eikei.or.jp

Ｕ
Ｒ
Ｌ
http://w
w
w
.m
eikei.or.jp

郵
便
振
替
記
号
番
号
〇
〇
一
五
〇
-二
-四
九
七
七

筑
波
事
務
所

305
-8577
つ
く
ば
市
天
王
台
一
-一
-一

筑
波
大
学
・
大
学
会
館
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
二
九
-八
五
〇
-一
〇
四
四

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
二
九
-八
五
〇
-一
〇
四
五

E-m
ailtsu3jim
u@
m
eikei.or.jp

印
刷

東
京
都
文
京
区
関
口
一
-三
九
-一
〇

山
浦
印
刷
株
式
会
社

お
願
い

•
正
確
な
会
員
情
報
把
握
の
た
め
に
、
住
所
、
勤
務
先
の
変

更
は
す
ぐ
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

•
年
会
費
の
お
振
込
み
は
、
早
め
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

編
集
後
記

•
こ
の
夏
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
ネ
ッ
ト
は
リ
オ
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
と
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
一
色
の
感
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
四
百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
で
の
日
本
選
手
の
見
事
な
バ

ト
ン
タ
ッ
チ
が
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

•
こ
れ
ま
で
季
刊
誌
の
編
集
を
担
当
さ
れ
た
髙
原

將
氏
に
代
わ

っ
て
、
今
号
か
ら
私
(前
田
三
郎
)が
担
当
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
も
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
で
す
が
、
こ
ち
ら
は
何
と
か
受

取
っ
た
バ
ト
ン
を
落
と
さ
な
い
よ
う
に
と
必
死
で
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

表
紙
の
言
葉
デ
ザ
イ
ン
茗
渓
会
副
理
事
長

西
川

潔

筑
波
大
学
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
平
成
19
年
⚗
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
。
既
存
の
朝
永
振
一
郎
記
念
室
を
核
に
、
同
じ
く
ノ
ー
ベ

ル
賞
受
賞
者
、
白
川
秀
樹
先
生
や
江
崎
玲
於
奈
元
学
長
の
業

績
展
示
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
は
じ
め
世
界
で
活
躍
し
た
本
学

出
身
の
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
、
さ
ら
に
石
井
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か

ら
厳
選
さ
れ
た
芸
術
作
品
ま
で
展
示
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ

ん
、
附
属
学
校
も
含
む
筑
波
大
学
の
概
要
が
つ
か
め
る
展
示

も
あ
る
。
本
誌
表
紙
の
写
真
は
、
ス
ポ
ー
ツ
関
連
の
コ
ー
ナ

ー
で
あ
る
。
正
面
に
は
嘉
納
治
五
郎
の
写
真
と
⽛
自
他
共
栄
⽜

の
書
が
見
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
児
童
の
姿
は
珍
し
い
が
、
夏

休
み
に
研
究
所
等
を
め
ぐ
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
［
つ
く
ば
ち

び
っ
子
博
士
⚒
⚐
⚑
⚖
］
に
参
加
中
の
母
子
で
、
撮
影
に
協

力
し
て
頂
い
た
。
な
お
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
展
示
に
関
す
る
基

本
計
画
は
当
時
の
吉
武
博
道
副
学
長
と
小
生
が
、
関
係
者
の

意
見
を
聞
き
つ
つ
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

(http://w
w
w
.tsukuba.ac.jp/)






























































広

報

⽛
平
成
28
年
度
茗
渓
会
賞
⽜（
社
会
貢
献
功
労
者
）

日

時

平
成
28
年
11
月
26
日
(土
)

11
時
30
分
～
14
時
30
分

◇
顕
彰
式

11
時
30
分
～

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
ル
ー
ム

◇
祝
賀
会

12
時
30
分
～

大
学
会
館
レ
ス
ト
ラ
ン
プ
ラ
ザ

第
⚔
回
東
京
都
茗
渓
会
総
会
・
講
演
会
・
交
流
会

日

時

平
成
28
年
11
月
27
日
(日
)14
時
～
18
時
30
分

場

所

茗
渓
会
館

講

演

山
口

香
氏
⽛
コ
ー
チ
ン
グ
の
力
⽜

会

費

五
千
円

会
費
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
取
扱
い
開
始
の
お
知
ら
せ

こ
れ
か
ら
茗
渓
会
の
会
費
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
払
い
を

開
始
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
詳
細
は
本
季
刊
誌
同
封
の

案
内
書
を
ご
覧
下
さ
い
。

今
年
か
ら
茗
渓
・
筑
波
グ
ラ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
取

り
や
め
と
な
り
ま
し
た
。

組
織
名

実
施
日

講
演
会
の
予
定

京

都
11
／

21
(土
)
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
テ
ラ
事
業
部
長

小
林
千
洋
氏

宮

城
11
／

21
(土
)
講
演
会
は
隔
年

東

京
11
／

29
(日
)
気
象
キ
ャ
ス
タ
ー
井
田
寛
子
氏

(予
定
)



聖 徳 大 学 大学院

〒271-8555 千葉県松戸市岩瀬55
電話 047-365-1111(代表)

E-mail : akifuji @ seitoku. ac. jp

言語文化
研究科長 藤原 保明 昭48教修英平⚓筑博文言 

経営・労務・年金etc. コンサルタント

福岡経営労務事務所

〒125-0042 葛飾区金町3-27-3
TEL 03(3607)0551 FAX 03(3607)0551

所 長
社会保険労務士 福岡 一雄（32教大法政)

〒105-8507 東京都港区芝⚒丁目32番⚑号
電話 03(3456)1578

常務執行役員 ೂ岡 祥之（昭57筑社工)

スポーツ＆起業家＆企業人⽛つくばウェイ⽜
TSUKUBA WAY プロジェクト
～茗渓・筑波OB・OGの活躍を集約‼～

http : //tsukubaway.com/

株式会社 KTAJ
代表取締役 藤田 文武 体育専門学郡2004年卒 

株式会社 阿部兄弟建築事務所
http://abeoffice.co.jp

〒101-0032
東京都千代田区岩本町1-3-9 高木ビル

代表取締役 荒井 豊人 昭和57筑基工 
TEL 03-3866-4181 FAX 03-3866-4120

つくばでの宿泊･研修に
ご家族で､お仲間で 最大収容180名、お一人3,700円から

茗渓会員とご家族に割引あり
研修セミナー･サークル発表会･各種会議･学習合宿･部活動合宿に
シングル145室ツイン⚕室和室⚕室／研修室⚒室（120・40名)
和室も研修室として利用可（20畳、10畳）
館内食堂《こうせい》でパーティ・懇親会等（数名から80名まで）

アクセス 秋葉原駅からつくばエクスプレスで45分⽛つくば駅⽜下車
●バス／⽛筑波大学循環⽜⚓つ目⽛筑波メディカルセンター前⽜下車
徒歩⚘分●つくば駅からタクシー／⚕分

一般財団法人筑波学都資金財団

筑波研修センター
〒305-0005 茨城県つくば市天久保 1-13-5
TEL 029-851-5152 ／ FAX 029-851-8886

http://www.meikei.or.jp/˜center e-mail : center＠meikei.or.jp

〒273-0115 千葉県鎌ケ谷市東道野辺3-1-7
電話 047(443)7908 FAX 047(443)7940

営業部長 高野 力（昭48教大木工)

〒102-0072 東京都千代田区飯田橋2-3-1
東京フジビル502号室

次
号
（
1
0
9
2
・
正
月
号
）

◇
平
成
26
年
秋
号
（
⚑
⚐
⚘
⚗
号
）
か
ら
始

ま
っ
た
⽛
国
立
大
学
法
人
筑
波
大
学
附
属

11
校
の
紹
介
⽜
特
集
も
、
次
号
の
久
里
浜

支
援
学
校
と
坂
戸
高
校
を
も
っ
て
終
了
し

ま
す
。

初
回
の
冒
頭
に
お
書
き
下
さ
っ
た
石
隈

利
紀
先
生
に
最
終
回
の
ま
と
め
を
お
願
い

す
る
予
定
で
す
。

◇
茗
渓
会
賞
の
ご
紹
介
（
顕
彰
式
・
受
賞
者
）

◇
公
開
講
座
の
ご
報
告
も
⚒
件
予
定
し
て
い

ま
す
。

⚘
月
27
日
に
行
わ
れ
た
守
屋
先
生
の

⽛
嘉
納
治
五
郎
と
孔
子
祭
典
⽜
と
、

⚙
月
24
日
に
行
わ
れ
た
藤
原
先
生
の

⽛
英
語
の
難
問
に
挑
戦
し
ま
せ
ん
か
？
・

そ
の
一
⽜
で
す
。

◇
秋
の
叙
勲
受
章
者
の
ご
紹
介

◇
そ
の
他

⚑
⚐
⚙
⚒
・
正
月
号
は
平
成
29
年
⚑
月
15
日

発
行
予
定
で
す
。

 

 





















予

告







桜美林学園 理事長・学園長 佐藤 東洋士
学長 三谷 高康
入試事務室相談役 川田 孝一（昭 39 教大総農）

リベラルアーツ学群 /健康福祉学群
ビジネスマネジメント学群 / 芸術文化学群
グローバル・コミュニケーション学群（2016 年開設）

東京ビジネスホテル
茗渓会東京宿泊所
茗渓会会員割引料金（税サ込）

シングルＢ（バス・トイレ共同）
　　　   ￥ 6,500→平日￥ 4,800  休前日￥  5,800
シングルＡ（バス・トイレ付）
　　　   ￥  8,200→平日￥  6,200  休前日￥  7,200
ツイン　　（バス・トイレ付）
　　　   ￥13,800→平日￥  9,800  休前日￥12,800
朝食バイキング ￥  1,050→￥  760
大浴場時間 ： 6:30～9:00 17:00～01:00

地下鉄丸ノ内線 新宿御苑前駅 １番出口

都営新宿線   新宿三丁目駅 C７出口  より徒歩７分

地下鉄副都心線 新宿三丁目駅 E２出口

JR新宿駅より車５分

⎫
⎪
⎬
⎪
⎭

東京都新宿区新宿6-3 - 2
TEL 03 （3356） 4605
FAX  03 （3356） 4606



＊茗溪学園は 1979 年に茗渓会の百周年記念事業で生まれた学校です
◆寮のある学校です
◆国際バカロレア（IB）認定校です
◆�「知識」「体験」「考え方」�
――とことん学び身につけます

◆部活動が盛んな文武両道の学校です

2017年度茗溪学園入学試験日程
IBコース入試は1月28日高校一般入試
中学グローバルコースＡＯ入試11月26日他
12月23日（金） 中学推薦、海外枠（中学・高校）
 1月 8日（日） 中学一般第1回
 1月 9日（月） 高校推薦
 1月28日（土） 中学一般第2回、高校一般

（詳細は下記メールでお問い合わせ下さい）


